
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
セルラ移動無線電話（ＣＭＲ）システム（８’）における、ページ及び該ページの受信を
確認する受取通知を通信するページング受取通知システム（１０’）であって、
前記ページング・メッセージに応答し、前記ページング・メッセージに対応するデータ・
メッセージを準備し、前記データ・メッセージを通信経路（１５６）を介して送信する通
信手段（１４９）と、
それぞれが前記リモート通信装置（１５２）のひとつを一意的に識別するアドレスを含む
前記データ・メッセージを、前記通信経路（１５６）を介して受信し、それぞれその付随
するアドレスを含む前記データ・メッセージの選択されたひとつに応答し、前記ＣＭＲシ
ステム（８’）のセルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介して、前記選択された
データ・メッセージの受信を確認する受取通知メッセージを送信する複数のリモート通信
装置（１５２）と、
前記受取通知メッセージを前記セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介して前記
リモート通信装置（１５２）から受信する少なくとも一つの移動スイッチング・センター
（ＭＳＣ）（２４’）
とから構成され、
前記通信手段は、更に、前記受取通知メッセージを前記ＭＳＣ（２４’）から第一通信リ
ンク（４２’）を介して受信し、前記受取通知メッセージが前記データ・メッセージの特
定のひとつに対応するかどうかを決定するため、前記受取通知メッセージを処理すること
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を特徴とするページング受取通知システム。
【請求項２】
前記通信手段（１４９）は、前記受取通知メッセージが前記特定のデータ・メッセージに
対応するという判定に応答して、前記特定のデータ・メッセージに対応する前記ページン
グ・メッセージの一つを開始したページング・パーティへ確認メッセージを出力し、前記
確認メッセージは、前記リモート通信装置（１５２）による前記選択されたデータ・メッ
セージの受信の確認を提供する
ことを特徴とする請求項１に記載のページング受取通知システム。
【請求項３】
前記データ・メッセージのそれぞれは、前記ページング・メッセージのひとつに対応し、
前記リモート通信装置（１５２）の選択されたひとつを一意的に識別する前記アドレスと
、前記対応するページング・メッセージを一意的に識別する受取通知コードと、前記対応
するページング・メッセージを開始させたページング・パーティによって供給され、前記
選択されたリモート通信装置（１５２）に関連するユーザへの通信を目的とするページン
グ・データとから構成されることを特徴とする請求項１に記載のページング受取通知シス
テム。
【請求項４】
前記受取通知メッセージは、前記受取通知コードから構成されることを特徴とする請求項
３に記載のページング受取通知システム。
【請求項５】
前記受取通知メッセージは、更に、前記ユーザによって供給され、前記ページング・パー
ティへ通信することが意図された動作データから構成されることを特徴とする請求項４に
記載のページング受取通知システム。
【請求項６】
前記受取通知メッセージは、前記受取通知コードと、前記ユーザによって供給され、前記
ページング・パーティへ通信することが意図された動作データとから構成されることを特
徴とする請求項３に記載のページング受取通知システム。
【請求項７】
受取通知メッセージは、セルラ無線電話が最初にＣＭＲシステムに自己識別をする時に、
前記セルラ無線電話によって送信される識別信号と対応するようにフォーマットされ、前
記識別信号は、移動電話番号及び電子シリアル・ナンバー（ＥＳＮ）とから構成されるこ
とを特徴とする請求項６に記載のページング受取通知システム。
【請求項８】
前記受取通知コードは、前記移動電話番号の少なくとも一部分に対応することを特徴とす
る請求項７に記載のページング受取通知システム。
【請求項９】
前記動作データは、前記ＥＳＮの少なくとも一部分に対応することを特徴とする請求項８
に記載のページング受取通知システム。
【請求項１０】
通信手段（１４９）は、更に、前記受取通知コードを前記データ・メッセージのそれぞれ
に割り当て、前記受取通知コードをメモリ格納装置へ格納受取通知コードとして格納する
ために出力することを特徴とする請求項７に記載のページング受取通知システム。
【請求項１１】
前記通信手段（１４９）は、前記受取通知メッセージが前記特定のデータ・メッセージに
対応するかどうかを、前記受取通知メッセージに含まれる前記受取通知コードを前記特定
のデータ・メッセージに関連する前記格納受取通知コードと比較することによって判定す
ることを特徴とする請求項１０に記載のページング受取通知システム。
【請求項１２】
前記リモート通信装置（１５２）のそれぞれは、予め決められた時間期間の間、セルラ・
ソースが特定の時間間隔の間に前記セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介した
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前記ＭＳＣ（２４’）とのセルラ通信を開始したかどうかをそれぞれが示すビジー・アイ
ドル・ビットのストリームを検出するため、前記セルラ・ネットワーク制御チャネル（３
８）を監視し、前記制御ネットワーク制御チャネル（３８）に対する通信のレベルを、前
記ビジー・アイドル・ビットの状態に基づいて決定することを特徴とする請求項１に記載
のページング受取通知システム。
【請求項１３】
前記リモート通信装置（１５２）のそれぞれが、前記通信に対する前記レベルが所定の最
小しきい値未満の時、前記データ・メッセージを前記ＭＳＣ（２４’）へ送信することを
特徴とする請求項１２に記載のページング受取通知システム。
【請求項１４】
前記受取通知メッセージは、ＥＩＡ／ＴＩＡ－５３３に従った拡張プロトコル・メッセー
ジを表すようにフォーマットされることを特徴とする請求項１に記載のページング受取通
知システム。
【請求項１５】
セルラ移動無線電話（ＣＭＲ）システム（８’）における、ページされたパーティへの通
信のためにページング・パーティによってそれぞれが生成されたページング・メッセージ
の受信を確認するため、受取通知メッセージを通信する方法であって、
前記ページング・メッセージを前記ページング・パーティから受信するステップと、
前記データ・メッセージが対応する前記ページング・メッセージの受信に応答して、デー
タ・メッセージを準備するステップと、
前記データ・メッセージを通信経路（１５６）を介して送信するステップと、前記データ
・メッセージの受信を確認するため、前記データ・メッセージに応答して、受取通知メッ
セージを準備するステップと、
前記受取通知メッセージを前記ＣＭＲシステム（８’）のセルラ・ネットワーク制御チャ
ネル（３８）を介して、少なくとも一つの移動スイッチング・センター（ＭＳＣ）（２４
’）へ送信するステップと、
前記受取通知メッセージの一つが前記データ・メッセージの特定のものに対応するかどう
かを決定するため、前記受取通知メッセージを処理するステップ
とからなることを特徴とする方法。
【請求項１６】
前記受取通知メッセージのひとつが前記特定のデータ・メッセージに対応するという判定
に応答して、前記特定のデータ・メッセージの受信の確認を与える確認メッセージを出力
するステップを更に含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
前記データ・メッセージのそれぞれは、
前記データ・メッセージを受信する選択されたリモート通信ユニット（１５２）を一意的
に識別するアドレスと、
前記対応するページング・メッセージを一意的に識別する受取通知コードと、前記対応す
るページング・メッセージを開始させたページング・パーティによって与えられ、前記ペ
ージされたパーティへ通信することを意図したページング・データ
とから構成されることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
前記受取通知メッセージは、受取通知コードから構成されることを特徴とする請求項１７
に記載の方法。
【請求項１９】
前記受取通知メッセージは、更に、前記ページされたパーティによって与えられ、前記ペ
ージング・パーティへ通信することを意図した動作データとから構成されることを特徴と
する請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
前記受取通知メッセージは、更に、前記受取通知コードと前記別のパーティによって与え
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られ、前記ページング・パーティへ通信することを意図した前記動作データから構成され
ることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項２１】
前記受取通知メッセージは、前記セルラ無線電話が最初に前記ＣＭＲシステムに自己識別
する時に、セルラ無線電話によって送信される識別信号に対応するようにフォーマットさ
れ、前記識別信号は、移動電話番号と電子シリアル・ナンバー（ＥＳＮ）とから構成され
ることを特徴とする請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
前記受取通知コードは、前記移動電話番号の少なくとも一部分に対応することを特徴とす
る請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
前記動作データは、前記変更されたＥＳＮの少なくとも一部分に対応することを特徴とす
る請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
前記受取通知メッセージを送信する前記ステップは、
セルラ・ソースが前記セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介した前記ＭＳＣ（
２４）とのセルラ通信を特定の時間間隔の間に開始したかどうかをそれぞれが示すビジー
・アイドル・ビットのストリームを検出するため、予め決められた時間期間の間、前記セ
ルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を監視するステップと、
前記ビジー・アイドル・ビットの状態に基づいて、前記セルラ・ネットワーク制御チャネ
ル（３８）に対する通信のレベルを決定するステップと、
前記予め決められた時間期間に対する前記レベルが所定の最小しきい値未満になるまで、
前記データ・メッセージを前記ＭＳＣ（２４’）へ送信する前記ステップを遅らせるステ
ップ
とを含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２５】
前記受取通知メッセージを送信する前記ステップは、
時間間隔の満了時に、クロック信号を出力するステップと、
前記クロック信号に応答して、前記受取通知メッセージを送信するステップ
とを含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２６】
セルラ・ソースが前記セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介した前記ＭＳＣ（
２４’）とのセルラ通信を特定の時間間隔の間に開始したかどうかをそれぞれが示すビジ
ー・アイドル・ビットのストリームを検出するため、予め決められた時間期間の間、前記
セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を監視するステップと、
前記ビジー・アイドル・ビットの状態に基づいて、前記制御ネットワーク制御チャネル（
３８）に対する通信のレベルを決定するステップと、
前記クロック信号に応答して、前記通信に対する前記レベルが所定の最小しきい値未満に
なるまで、前記データ・メッセージを前記ＭＳＣ（２４’）へ送信する前記ステップを遅
らせるステップ
とを更に含むことを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】

本発明は、一般に、データ通信システムに関し、特に、セルラ移動無線電話システム（ｃ
ｅｌｌｕｌａｒ　ｍｏｂｉｌｅ　ｒａｄｉｏｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｓｙｓｔｅｍ）のセル
ラ・ネットワーク制御チャネル（ｃｅｌｌｕｌａｒ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　
ｃｈａｎｎｅｌ）を介してデータを通信する方法及び装置に関する。
【０００２】
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近年、通信産業は、数多くのリモート・サイトと中央ローケーションとの間で音声及び／
又はデータを通信する種々のタイプの無線通信システム（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｃｏｍｍｕ
ｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓｙｓｔｅｍｓ）に対して関心を増大させてきた。従来の電話シス
テム用の専用電話設備の利用が、すべての通信応用分野において、便利で経済的な選択肢
ではないことは良く認識されている。例えば、自分の作業ベースから離れていなければな
らない個人は、便利に、かつ、効率的に、自分のベースと通信する必要がある。同様に、
多くに産業上のアプリケーションに対して、中央データ収集サイト（ｃｅｎｔｒａｌ　ｄ
ａｔａ　ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ　ｓｉｔｅ）は、遠隔に位置され、設備の動作や運転につ
いてのデータを収集する種々の監視装置から情報を獲得する必要がある。従来の電話シス
テムの制限を克服するため、二方向無線通信リンク（ｔｗｏ－ｗａｙ　ｗｉｒｅｌｅｓｓ
　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｌｉｎｋ）が、別の地点から始動された通信への応答
を可能とするためにしばしば必要とされる。最初の通信への応答を提供するという問題を
解決する試みにおいて、業界は、二方向無線、移動無線電話、及びページング（ｐａｇｉ
ｎｇ）・システムを含む、いろいろな無線通信システムを提案してきた。
【０００３】
従来の無線通信システムは、好ましい無線伝播用サイトに位置されたベース・ステーショ
ン・トランシーバと、警察又はトラック輸送の急派・配車用などの、通常は乗物に位置さ
れるか、ベース・ステーション・トランシーバからのコマンド信号に応答してデータを通
信する遠隔設備サイトに位置される、一組のトランシーバを利用する。ほとんどの無線通
信システムは、町や市の境界内などの短距離間で、ＶＨＦ（ｖｅｒｙ　ｈｉｇｈ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ）無線リンクを介して通信を行うのに便利である。
【０００４】
従来の無線通信システムは、専用の通信アプリケーション用には便利であるが、二方向無
線は、汎用通信用としては広く受け入れられてはいない。二方向無線の利用は、一般に、
米国では、米国連邦通信委員会（ＦＣＣ）によって規制されており、割当てられた周波数
スペクトラムは、比較的限られている。更に、通信の質は、通信サイト間の伝播条件に影
響される。二方向無線設備は、通常、大きく、重いので、ユーザが常に持ち運んだり、小
さい又は既存の設備内に設置するのは難しい。
【０００５】
二方向通信の別の形として、セルラ移動無線電話（ＣＭＲ）システムがあり、これは、大
規模な公衆交換電話網（ｐｕｂｌｉｃ　ｓｗｉｔｃｈｅｄ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｎｅｔ
ｗｏｒｋ：ＰＳＴＮ）に接続され、移動電話ユーザと通常の電話を使ういかなる者（又は
、別の移動電話）との間で通信を可能にする。通常のＣＭＲシステムは、無線カバー領域
（ｒａｄｉｏ　ｃｏｖｅｒａｇｅ　ａｒｅａ）を、より小さなカバー領域、すなわち、低
電力送信機（ｌｏｗ　ｐｏｗｅｒ　ｔｒａｎｓｉｔｔｅｒ）とカバー範囲限定受信機（ｃ
ｏｖｅｒａｇｅ－ｒｅｓｔｒｉｃｔｅｄ　ｒｅｃｅｉｖｅｒｓ）を使うセルに分割するこ
とを特徴とする。米国特許３，９０６，１６６号及び４，２６８，７２２号に示されるよ
うに、カバー領域が限定されることにより、あるセルで使用される無線チャネルを別のセ
ルで再利用することが可能になる。あるセル内のセルラ移動無線電話がセルの境界を通過
して隣接するセルに入ると、セルに付随する制御回路部が、入ったばかりのセルの無線電
話の信号強度の方が強いことを検知して、無線電話との通信は、入ったばかりのセルへ「
ハンドオフされる（ｈａｎｄｅｄ－ｏｆｆ）」。従って、ＣＭＲシステムは、セルの配列
に対して二方向通信を提供でき、その結果、従来の二方向無線通信より広い範囲に対して
通信を提供できる。
【０００６】
従来の無線電話は、通常、音声及びデータ両方の通信能力を提供し、従って、無線電話サ
ービスは、一般に、音声とデータの結合されたサービスに見合ったコストで提供されてい
る。しかしながら、この音声及びデータ通信両方の結合は、音声又はデータだけで通信し
ているユーザの要求を超えるものかもしれない。更に、リアルタイムの音声又はデータ通
信は、現在の活動を妨げられることなくメッセージを受信することだけを望むユーザには
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必ずしも必要とはされていない。二方向無線通信に類似して、ＣＭＲシステムの無線チャ
ネル、特に、音声チャネルに対する周波数スペクトラムは、限られた資源である。
【０００７】
ページング・システムは、小型の受信機であるページャ（ｐａｇｅｒ）と、無数のページ
ャを含む選択された地理的領域（ｇｅｏｇｒａｐｈｉｃ　ａｒｅａ）をカバーする送信機
を有する、少なくとも一つのページング端末とを含む。ページャは、通常、多くの他のペ
ージャと共有される特定のトーン又はデータビット変調された無線周波数に同調される（
ｔｕｎｅｄ）。トーン又はデータビットの特定のシークエンスが、選択されたページャの
アドレス又は認証（ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）として使われる。特定シークエンス
の受信により、可聴、触知、可視の警報（ａｌｅｒｔ）が起動され、それにより、ＰＳＴ
Ｎに接続された電話から呼がページング端末に置かれ、一般に、送信機を介してページャ
へ通信されたことが示される。ページャの複雑さに依存して、ページング装置は、警報に
続いて、音声又はデータ・メッセージを受信するかもしれないし、警報だけで、呼がなさ
れ、所定の行動を取られなければならないことを単にユーザに示すかもしれない。このタ
イプのページャは、ページ（呼出し）を開始したパーティに、指定されたページャに実際
にページが受信されたか否かを知らせることができないので、一方向メッセージ・システ
ムをなすことになる。
【０００８】
従来の一方向ページング・システムを介して受信されたページに応答するため、ページさ
れたパーティは通常、利用可能な従来の電話を見つけて、ページを開始したパーティへの
電話呼出し（ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｃａｌｌ）を開始しなければならない。また、その代
わりに、ページされたパーティは、利用可能であれば、移動無線電話を使用することによ
り応答呼をかけることもできる。分離されたページャと無線電話装置についての問題を認
識して、米国特許５，１４８，４７３号は、無線ページャ・セクションとセルラ無線電話
セクションの結合を有するページャ及び無線電話装置について記載する。ページに答える
ため、ユーザは、単に、呼をＣＭＲシステムを介して置く。ページャはまた、受信メッセ
ージのうちどれを返すを決定するためユーザに入来呼（ｉｎｃｏｍｉｎｇ　ｃａｌｌ）を
遮蔽できるようにし、それにより、不必要な呼に付随するＣＭＲシステム・サービスのコ
ストがなくなる。しかしながら、この装置による受信ページの受取通知（ａｃｋｎｏｗｌ
ｅｄｇｅｍｅｎｔ）には、ＣＭＲシステムの音声チャネル用の比較的限られたスペクトラ
ムの使用が必要とされる。
【０００９】
ページを受信し、ページの受取通知を送信する、二方向通信能力を有するページング・シ
ステムも知られている。このようなシステムのうちのあるものは、受取通知機能を有する
ページャに、最初のページ・コンタクトを受信後即座に呼出しパーティへ応答を通信する
ことを可能にする。応答は、ページ通信の開始者（ｏｒｉｇｉｎａｔｏｒ）に、メッセー
ジがページによって首尾よく受信されたことを通知する音声、数字又は英数字メッセージ
かもしれないし、更に、受信メッセージに対する応答を提供するかもしれない。このペー
ジ受取通知システムは、一般に、ある地理的領域をカバーする一つの中央送信機と、ペー
ジャから受取通知信号を受信する一以上の受取通知システム受信機とを含む。受取通知シ
ステム受信機は、受取通知メッセージを有線又は無線リンクのいずれかを介して中央送信
機へ通信できる。受取通知システム受信機の数は、各ページャに付随する受取通知送信機
の送信電力（ｔｒａｎｓｍｉｔｔｉｎｇ　ｐｏｗｅｒ）の関数である。ページャの送信機
電力は、ページャの可搬性への要求及び送信機に電力供給するバッテリのサイズを小さく
する必要性に基づいて、一般に低く、通常は、１ワット未満である。このようなページン
グ受取通知システムは、ページャに付随する送信機の電力制限の観点から、ローカル・エ
リア・「オン・サイト」通信に最も適している。
【００１０】
米国特許５，００５，０１４号は、携帯型通信受信機のグループから受信された受取通知
信号をメッセージの開始者への最終的な分配のため中央局に効率的に送信する広領域ペー
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ジング通信システムについて記述する。広領域通信システムは、一群のセルと、中央送信
機局と、一群のリモート送信機局と、リモート受信機局とを含む。リモート送信機局は、
各セル内で中央に位置され、セル内の一組の携帯型通信受信機へのメッセージ送信を提供
する。同様に、リモート受信機局は、各セル内に位置されて、受取通知信号を、受信メッ
セージに応答する携帯型通信受信機から受信する。メッセージは、通信システムに中央局
に置かれるページング端末を介して入力され、その後、携帯型通信受信機への通信のため
リモート送信機へ分配される。メッセージが意図された携帯型通信受信機によって受信さ
れると、その受信機は、メッセージの受取りを、リモート受信機局の少なくとも一つに受
信され、リモート送信機局を介して中央送信機局に転送される受取通知メッセージを送る
ことで確認する。
【００１１】
米国特許４，６４４，３５１号は、メッセージを無線チャネルを介して異なるカバー領域
を有する一群の固定ページング中央サイトのうちのひとつから一組のリモート・ページン
グ・ユニットへ送信する通信システムについて記述する。各ページング中央サイトは、比
較的広く、本質的に隣接する地理的領域をカバーし、ネットワーク制御プロセッサによっ
て制御される一群のベース局を含む。各リモート・ページング・ユニットには一意的なア
ドレスが割当てられ、中央ページング・サイトの一つと関連付けられている。選択された
リモート・ページング・ユニットに対するメッセージがＰＳＴＮ又は別の付加価値通信網
（ＶＡＮ）を介してページング中央サイトで受信されると、それは格納され、選択された
リモート・ページング・ユニットの位置を発見するためファイルが検索される。メッセー
ジとアドレスは、それから、選択されたページング・ユニットをもっとも含んでいそうな
無線カバー領域に位置されるページング中央サイトから送信される。選択されたリモート
・ページング・ユニットは、メッセージを受信すると、メッセージを格納し、メッセージ
受信通知を、ページング中央サイトに返し、ページング中央サイトは、次いで、その格納
部からメッセージを削除する。リモート・ページング・ユニットは、ユニットが位置され
る中央サイトの無線カバー領域に拘らず、そのメッセージを受信し、受取通知をする。
【００１２】
現在のページング受取通知システムは、ページング受取通知システム内の受取通知受信機
（及び送信機）の数が、各ページャに付随する送信機の限られた送信電力の関数であるの
で、広通信領域をカバーする二方向通信システムを実装するため、設備の購入及び設置に
莫大な資本の投下が必要とされる。ページング産業は、ページ受取通知をページング・サ
ービスの加入者へ提供することに関心を有してはいるが、ページング受取通知システムを
実装するコストによって、多くのサービス提供者は、そのようなページング受取通知シス
テムを設置することをためらっている。
【００１３】
したがって、中央ロケーションと無数のリモート・サイトとの間でデータを通信するため
に、既存の通信網を適合させることで、先行技術の制限を克服する要求が存在する。更に
、メッセージの受取通知を送るのに既存の通信網を適用するニーズも存在する。この既存
通信システムの新しい利用方法は、システムによって運ばれる現在の通信への影響を最小
限にする必要がある。本発明は、ＣＭＲシステムの既存アーキテクチャを、効率的かつ対
費用効果が高いやり方で、リモート・サイトでのデータの収集及び報告とページ・メッセ
ージの受取通知を含めた、ＣＭＲシステムを介したデータ通信をサポートするために、適
用する。
【００１４】
（発明の要約）
本発明は、ＣＭＲシステムのセルラ・ネットワーク制御チャネルを介してデータを通信す
る装置及び方法を提供することで先行技術の問題を解決する。この出願の譲受人の関連会
社ＢｅｌｌＳｏｕｔｈ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ社を含むテレコミュニケーション・サービス供
給者は、すでに、ＣＭＲネットワークを介した全国的な通信をサポートするために必要な
設備を設置している。本発明者は、ＣＭＲシステムが、セルラ移動無線電話網によって提
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供される既知の音声通信への影響を最小限にしつつ、一方向又は二方向のいずれかのデー
タ通信を提供するために、新規なやり方で適合され得る既存通信アーキテクチャであるこ
とが分かった。本発明は、ＣＭＲシステムの制御チャネルを、中央ロケーションと無数の
リモート・サイトとの間のデータ通信のために使うことで、この通信設備の設置済みベー
スを活用する。このようにして、本発明は、ＣＭＲシステム上の普通電話通話をサポート
する音声チャネルに割当てられた貴重な周波数スペクトラムを節約する。
【００１５】
簡単に説明すると、本発明は、リモート・データ・ソースから集められたデータを通信す
るデータ・メッセージ・システムである。データ・メッセージ・システムは、複数組のデ
ータ報告装置と、少なくとも一つのＣＭＲシステムの移動スイッチング局（ｍｏｂｉｌｅ
　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　ｃｅｎｔｅｒ：ＭＳＣ）と、ＭＳＣに接続されたデータ収集シス
テムとを含む。各データ報告装置は、モニタとセルラ通信装置とを含む。リモート・デー
タ・ソースに接続されるモニタは、選択されたデータを得るために、リモート・データ・
ソースの動作を監視（モニタ）する。セルラ通信装置は、対応するモニタに接続され、選
択されたデータに応答して、選択されたデータを含むデータ・メッセージを送信する。Ｍ
ＳＣは、ＣＭＲシステムのセルラ・ネットワーク制御チャネルを介して、ＣＭＲシステム
のカバー領域内で作動しているセルラ通信装置からデータ・メッセージを受信する。次い
で、ＭＳＣは、データ・メッセージをデータ収集システムへ第一通信リンクを介して送る
。データ収集システムは、メモリ格納装置に接続され、各データ・メッセージを格納し、
その後、格納されたデータ・メッセージを処理する。データ収集システムは、ＥＩＡ／Ｔ
ＩＡ暫定規格４１（ＩＳ－４１）又は他のベンダー固有のプロトコルと互換のデータ通信
を受け取ることができる。
【００１６】
データ収集システムは、また、格納されたデータ・メッセージを第二通信リンクを介して
データ処理システムへ送信できる。データ・メッセージの内容を格納及び／又は処理する
ためにも作動するデータ処理システムは、通常はデータ収集システムから遠く離れたサイ
トに位置される。これにより、データ収集システムのためのロケーションでの動作を行わ
ずに、ユーザにとってより便利な中央ロケーションで選択されたデータの処理が可能にな
る。データ収集システムとデータ処理システムは、通常、別々のサイトに置かれるが、デ
ータ収集及びデータ処理システムの動作も、同一の物理的ロケーションにそれらのシステ
ムを設置することで、結合、または、統合できる。
【００１７】
本発明の使用によって、種々のリモート・サイトから獲得される選択されたデータが、一
つのロケーションに通信されることができる。データ・ソースには、通常、ユーティリテ
ィ・メータ（ｕｔｉｌｉｔｙ　ｍｅｔｅｒｓ）、共同受信設備（ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ　ａ
ｎｔｅｎｎａ　ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ：ＣＡＴＶ）ペイ・パー・ビュー（ｐａｙ－ｐｅｒ
－ｖｉｅｗ：ＰＰＶ）端末、自動販売設備、及びセキュリティ・アラーム・システムが含
まれる。選択されたデータは、データ・ソースのそれぞれによる動作又は運転の所定のパ
ラメータを記述する。例えば、データ・ソースが消費者のロケーションのすぐそばに位置
された電気メータ（ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ｕｔｉｌｉｔｙ　ｍｅｔｅｒ）である場合、
ソースに接続されたモニタによって示され、ＣＭＲシステムの制御チャネルを介して通信
される、ある時間間隔に対する電力需要などのパラメータをユーティリティは得ることが
できる。
【００１８】
より詳細に説明すると、モニタは、少なくとも一所定時間間隔の間、選択されたデータを
記録する記録器（ｒｅｃｏｒｄｅｒ）を含む。記録器は、選択されたデータに、所定時間
間隔の開始に対する相対時間を示す時間タグを付け加えることができる。時間タグの使用
は、選択されたデータを特定時刻に関連付けることが可能になり、それによって、後日、
収集されたデータを処理する際の助けになる。
【００１９】
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セルラ無線電話トランシーバとして実装され得るセルラ通信装置は、選択データをＭＳＣ
へデータ型形式で、ＣＭＲシステムの制御チャネルを介して送信する。これにより、ＣＭ
Ｒシステムの音声チャネルに付随する周波数スペクトラムの使用を節約でき、音声チャネ
ル上の呼トラヒックへの干渉が避けられる。セルラ通信装置によるデータ送信は、モニタ
によって出力されるステータス信号に応答して始動されることができる。このステータス
信号は、モニタがデータ・ソースから選択データを記録したことを示し、このデータ収集
動作の完了に基づいて、セルラ通信装置に格納された選択データを送信することを促す。
【００２０】
制御チャネル上の通常制御動作への干渉を最小限にするため、セルラ通信装置は、一般に
、選択データをＣＭＲシステムの所定の動作オフピーク時間の間に送信する。具体的には
、セルラ通信装置は、セルラ・ネットワーク制御チャネルを監視し、ビジー・アイドル・
ビット（ｂｕｓｙ　ｉｄｌｅ　ｂｉｔｓ）のストリームを検知する。ビジー・アイドル・
ビットのそれぞれの状態は、特定の時間間隔の間に、少なくとも一つのセルラ・ソースが
、セルラ・ネットワーク制御チャネルを介したＭＳＣとのセルラ通信を開始したかどうか
を示す。２進値の１にセットされたビジー・アイドル・ビットは、制御チャネルがビジー
であることを示す。選択された時間間隔の間に送信されたビジー・アイドル・ビットのそ
れぞれの状態に基づいて、セルラ通信装置は、セルラ・ネットワーク制御チャネル上の通
信活動のレベルを決める。セルラ通信装置は、この監視動作の結果が制御チャネル上の通
信が非干渉ベースでデータ通信をできるレベルにあることを示す「機会の時間帯（ｗｉｎ
ｄｏｗ　ｏｆ　ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）」の間、データ・メッセージをＭＳＣへ送信す
る。
【００２１】
代わりに、セルラ通信装置は、ＣＭＲシステム上の呼トラヒックが通常、低レベルにある
早朝の時間帯などの、そのような通信に対して望ましい時間を表す選択された時間期間で
データ・メッセージを送信できる。セルラ通信装置は、最小セルラ呼活動に典型的に付随
する時間である時間間隔の満了時にクロック信号を出力するクロックを含む。クロック信
号に応答して、セルラ通信装置は、前に格納された選択データを含むデータ・メッセージ
をＭＣＳへセルラ・ネットワーク制御チャネルを介して送信する。このようにして、セル
ラ通信装置は、ＣＭＲシステムに対するオフピーク利用時間の間、送信するようにプログ
ラム可能で、これにより、制御チャネル上でＣＭＲシステムによって行われる制御動作に
対する干渉を最小限にできる。
【００２２】
セルラ通信装置は、また、ＭＳＣからのセルラ・ネットワーク制御チャネルを介した受信
コマンド信号に応答して選択された動作を行える。コマンド信号は、アドレス・データか
ら構成され、セルラ通信装置のそれぞれは、特定のアドレス・データのみに対するコマン
ド信号へ応答する。セルラ通信装置は、選択されたコマンド信号の受信に応答して、デー
タ・メッセージをＭＳＣへセルラ・ネットワーク制御チャネルを介して送信する。また、
別のコマンド信号の受信に応答して、セルラ通信装置は、その対応するモニタによるデー
タ記録動作を促すため、指示信号を出力する。次いで、モニタは、リモート・データ・ソ
ースの動作を監視し、ある監視時間期間に対する選択されたデータを得る。更に、セルラ
通信装置のクロックに対する時間間隔も、また別のコマンド信号の受信に応答して所定の
時間に設定することができる。
【００２３】
データ・メッセージは、選択データと、データ・メッセージをＭＳＣへ送信するセルラ通
信装置を一意的に識別する予め決められた識別特性（ｉｄｅｎｔｉｆｙｉｎｇ　ｃｈａｒ
ａｃｔｅｒｉｓｔｉｃ）とから構成される。データ・メッセージは、しばしば、レジスト
レーション信号（ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）と呼ばれ、通常は、装置が
最初にＣＭＲシステムに自己識別する時にセルラ無線電話機によって送信される、識別信
号に対応するようにフォーマットされる。識別信号は、通常、移動電話番号（ｍｏｂｉｌ
ｅ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｎｕｍｂｅｒ）及び電子シリアル・ナンバー（ＥＳＮ）を含む
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分離したデータ・フィールドから構成される。従って、予め定められた識別特性は、移動
電話番号を表すデータ・フィールド内に挿入され、選択データは、ＥＳＮを表すデータ・
フィールド内に挿入される。各セルラ通信装置は、異なる予め定められた識別特性が割当
てられ、これは、従来の電話番号や選択された１０桁の番号、又は、ＣＭＲシステムの割
当てられていない移動電話番号の組に属する移動電話番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］の少
なくとも一部であることができる。従って、選択データは、セルラ通信装置がＭＳＣとの
動作のため、最初に自己識別し、又は「登録」するとき、ＣＭＲシステムの制御チャネル
を介して通信される。
【００２４】
本発明の別の態様では、ページング受取通知システムは、（１）ページング・メッセージ
と（２）ページング・メッセージの受取りを確認する受取通知メッセージの両方を通信す
るために提供される。ページング受取通知システムは、ページング・メッセージの受取り
を証明する受取通知メッセージを受取通知メッセージ収集サイトへ通信するためＣＭＲシ
ステムのセルラ・ネットワーク制御チャネルを使用する。
【００２５】
ページング受取通知システムは、通信システムと、一組のリモート通信装置と、ＣＭＲシ
ステムの少なくとも一つのＭＳＣとを含む。ページング・パーティからのページング・メ
ッセージに応答して、通信システムは、ページング・メッセージに対応するデータ・メッ
セージを用意する。データ・メッセージは、選択されたリモート通信装置を一意的に識別
するアドレス、対応するページング・メッセージを一意的に識別する受取通知コード、及
び選択されたリモート通信装置に付随するユーザ又は加入者への通信のために意図された
ページング・データを含む。この受取通知コードは、データ・メッセージが選択されたリ
モート通信装置によって適切に受取通知されたかどうかについての決定をサポートするた
め、この格納データの後の使用を可能にするため、通信システムによって格納される。通
信システムは、その後、データ・メッセージを、通信経路を介して選択されたリモート通
信装置へ送信する。
【００２６】
リモート通信装置は、受取通知メッセージを用意して、それをＭＳＣへ、ＣＭＲシステム
のセルラ・ネットワーク制御チャネルを介して送信することで、その特定アドレスを含む
データ・メッセージに応答する。受取通知メッセージは、データ・メッセージの有効な受
信を示すため、受取通知コードを含む。オプションとして、受取通知メッセージは、ペー
ジング・データに応答するためユーザによって入力される、又は、リモート通信ユニット
に接続される設備によって供給される、応答動作データを含むこともできる。動作データ
は、最終的なＣＭＲシステムを介した送信のため、手動又は自動のいずれかで、リモート
通信装置に入力される。
【００２７】
ＭＳＣは、セルラ・ネットワーク制御チャネルを介して、ＣＭＲシステムのセル内で動作
しているリモート通信装置と通信する。受取通知メッセージに応答して、ＭＳＣは、メッ
セージがリモート又は外部（ｆｏｒｅｉｇｎ）ＣＭＲシステムに関連するメッセージであ
ることを認識する。これにより、ＭＳＣは、受取通知メッセージを、通信システムによっ
て表わされる適当なリモートＣＭＲシステムへ送信する。
【００２８】
受取通知メッセージに応答して、通信システムは、受取通知メッセージを処理し、受取通
知メッセージがデータ・メッセージの特定のひとつに対応するかどうかを判定する。この
判定は、受取通知メッセージ内の受取通知コードとデータ・メッセージに関連する格納受
取通知コードとを比較することによって行われる。これが一致すると、受取通知は格納さ
れるか、又はページング・パーティへ提供されることができる。
【００２９】
受取通知メッセージは、受取通知コードを含み、オプションとして、ページング・パーテ
ィへの通信に対して意図された動作データとを含む。受取通知メッセージは、セルラ無線
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電話によって送信される識別信号に対応するようにフォーマットされ、ＣＭＲシステム上
でのそのデータの通信を可能とする。したがって、受取通知コードは、通常は移動電話番
号で埋められるデータ・フィールドに挿入され、動作データは通常はＥＳＮで埋められる
データ・フィールドに挿入される。各受取通知コードは、ページング・メッセージを一意
的に識別し、従来の電話番号、選択された１０桁の番号、又は、ＣＭＲシステムの割当て
られていない移動電話番号の組に属する移動電話番号の少なくとも一部であることができ
る。これにより、受取通知コード（及び動作データ）は、リモート通信装置がＭＳＣとの
動作のために登録したときに、ＣＭＲシステムの制御チャネルを介して通信される。
【００３０】
上記に鑑み、本発明の目的及び優位点は、リモート・サイトから獲得されたデータを中央
ロケーションにＣＭＲシステムのセルラ・ネットワーク制御チャネルを介して通信するデ
ータ・メッセージ・システムを提供することである。
【００３１】
本発明の別の目的及び優位点は、ＣＭＲシステムの既存設備を、ＣＭＲシステムのセルラ
・ネットワーク制御チャネルを介してデータ通信をするデータ・メッセージ・システムを
実装するのに適用することである。
【００３２】
本発明の別の目的及び優位点は、ＣＭＲシステムのセルラ・ネットワーク制御チャネルを
介して、ページング・メッセージの受信に応答する受取通知メッセージを通信するページ
受取通知システムを提供することである。
【００３３】
本発明の別の目的及び優位点は、ＣＭＲシステムの既存設備を、ＣＭＲシステムのセルラ
・ネットワーク制御チャネルを介してページング・メッセージの受信に応答する受取通知
メッセージを通信する受取通知ページング・システムを実装するのに適用することである
。
【００３４】
本発明のこれら及び他の目的、特徴、並びに優位点は、以下の詳細な説明を検討し、添付
図面及び請求の範囲を参照することで、より明確に理解され、認識されるであろう。
【００３５】
本発明の第１の特徴は、セルの配列のカバー領域内でセルラ無線電話と通信するためのセ
ルの配列を有するセルラ移動無線電話（ＣＭＲ）システム（８）における、複数のリモー
ト・データ・ソース（３０）から収集した選択データを通信するデータ・メッセージ・シ
ステム（１０）であって、（イ）選択データを得るため、リモート・データ・ソース（３
０）のうちの対応するものを監視し、セルラ無線電話がＣＭＲシステムへ自己識別する時
、セルラ無線電話の一つによって送信されたことを識別する信号と選択データを含むデー
タ・メッセージを送信する複数のデータ報告システム（２９）と、（ロ）セルの配列のカ
バー領域内で動作しているデータ報告システム（２９）のそれぞれから、データ・メッセ
ージをセルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介して受信する少なくとも一つの移
動スイッチング・センター（ＭＳＣ）（２４）と、（ハ）ＭＳＣ（２４）からの第一通信
リンク（４２）を介したデータ・メッセージの受信に応答して、選択データを収集するデ
ータ収集システム（４０）とから構成されるデータ・メッセージ・システムであることを
要旨とする。
【００３６】
本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ収集システム（４０）
は、データ・メッセージを格納データ・メッセージとして格納する少なくとも一つのメモ
リ格納装置（４４）に接続されても良い。
【００３７】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ収集システム（４
０）は、データ・メッセージの選択データを処理するデータ処理システム（４６）へ第二
通信リンク（４８）を介して格納データ・メッセージを送信しても良い。
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【００３８】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ収集システム（４
０）は、データ・メッセージの選択データを処理するデータ処理システム（４６）へ第二
通信リンク（４８）を介してデータ・メッセージを送信しても良い。
【００３９】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ収集システム（４
０）は、ＥＩＡ／ＴＩＡ暫定標準４１（ＩＳ－４１）と互換であっても良い。
【００４０】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ収集システム（４
０）は、コンピュータから構成されても良い。
【００４１】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ・メッセージは、
選択データと、データ・メッセージをＭＳＣ（２４）へ送信するデータ報告システム（２
９）のうちの所定のひとつを一意的に識別する予め決められた識別特性とから構成されて
も良い。
【００４２】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムの識別特性は、移動電話番
号及び電子シリアル・ナンバー（ＥＳＮ）に対するデータ・フィールドから構成されても
良い。
【００４３】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムの識別特性は、移動電話番
号の少なくとも一部分に対応し、選択データは、ＥＳＮの少なくとも一部分に対応しても
良い。
【００４４】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのリモート・データ・ソー
ス（３０）は、ユーティリティ・メータ、共同受信設備（ＣＡＴＶ）ペイ・パー・ビュー
（ＰＰＶ）端末、自動販売設備、及びセキュリティ・アラーム・システムのグループの少
なくともひとつを含んでも良い。
【００４５】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムの選択データは、リモート
・データ・ソース（３０）のそれぞれに対する動作又は運転の所定のパラメータを記述し
ても良い。
【００４６】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）のそれぞれは、対応するリモート・データ・ソース（３０）に接続され、選択データ
を得るため、対応するリモート・データ・ソース（３０）を監視するモニタ（３２）と、
モニタ（３２）に接続され、選択データを含むデータ・メッセージを送信するセルラ通信
装置（３４）とから構成されても良い。
【００４７】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのモニタ（３２）は、少な
くとも予め決められた時間期間の間、選択データを記録するレコーダ（６０）から構成さ
れても良い。
【００４８】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのレコーダ（６０）は、選
択データに、予め決められた時間期間のそれぞれの開始に対する相対時間を示す時間タグ
を加えても良い。
【００４９】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）のそれぞれは、予め決められた時間期間の間、セルラ・ソースがＭＳＣ（２４）とセ
ルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介したセルラ通信を始めたかどうかを示すビ
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ジー・アイドル・ビットのストリームを検出するため、セルラ・ネットワーク制御チャネ
ル（３８）を監視し、ビジー・アイドル・ビットの状態に基づいて、セルラ・ネットワー
ク制御チャネル（３８）に対する通信レベルを決定しても良い。
【００５０】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）のそれぞれは、通信に対するレベルが所定の最小しきい値未満である時、データ・メ
ッセージをＭＳＣ（２４）へ送信しても良い。
【００５１】
又、第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２９）のそ
れぞれは、ＭＳＣ（２４）からのセルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介したコ
マンド信号の受信に応答して、予め決められた動作を行っても良い。
【００５２】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのコマンド信号のそれぞれ
は、アドレス・データから構成され、データ報告システム（２９）のそれぞれが、予め決
められたアドレス・データだけに対するコマンド信号に応答しても良い。
【００５３】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）の選択されたひとつは、セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介したコマン
ド信号のひとつの受信に応答して、データ・メッセージをＭＳＣ（２４）へセルラ・ネッ
トワーク制御チャネル（３８）を介して送信しても良い。
【００５４】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）の選択されたひとつは、セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介したコマン
ド信号のひとつの受信に応答して、所定の監視時間期間の間、対応するリモート・データ
・ソース（３０）を監視し、選択データを得ても良い。
【００５５】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）は、選択データを格納選択データとして格納するメモリ格納装置に接続されても良い
。
【００５６】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）は、時間間隔満了時にクロック信号を出力するクロック（８２）を含んでも良い。
【００５７】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）は、クロック信号に応答して、格納選択データを含む所定のデータ・メッセージをＭ
ＳＣ（２４）へセルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介して送信しても良い。
【００５８】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）のそれぞれは、時間間隔満了時にクロック信号を出力するクロック（８２）を含んで
も良い。
【００５９】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムの時間間隔は、データ報告
システム（２９）のそれぞれに対して異なっても良い。
【００６０】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）のそれぞれは、クロック信号に応答して、データ・メッセージをＭＳＣ（２４）へセ
ルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介して送信しても良い。
【００６１】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）のそれぞれは、クロック信号に応答して、データ・メッセージをＭＳＣ（２４）へセ
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ルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介して送信しても良い。
【００６２】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムの時間間隔は、コマンド信
号の別のひとつをＭＳＣ（２４）からセルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介し
て受信するデータ報告システム（２９）に応答して、所定の時間にセットされても良い。
【００６３】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）のそれぞれは、時間間隔満了時にクロック信号を出力するクロック（８２）を含み、
クロック信号に応答して、データ・メッセージをＭＳＣ（２４）へセルラ・ネットワーク
制御チャネル（３８）を介して送信しても良い。
【００６４】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）のそれぞれは、予め決められた時間期間の間、セルラ・ソースがＭＳＣ（２４）とセ
ルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介したセルラ通信を始めたかどうかを示すビ
ジー・アイドル・ビットのストリームを検出するため、セルラ・ネットワーク制御チャネ
ル（３８）を監視し、ビジー・アイドル・ビットの状態に基づいて、セルラ・ネットワー
ク制御チャネル（３８）上の通信レベルを決定しても良い。
【００６５】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）のそれぞれは、クロック信号に応答して、通信のレベルが所定の最小しきい値未満に
なるまで、データ・メッセージの送信を遅らせても良い。
【００６６】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）のそれぞれは、選択データを格納選択データとして格納するメモリ格納装置に接続さ
れても良い。
【００６７】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ・メッセージは、
ＥＩＡ／ＴＩＡ－５３３に従った拡張プロトコル・メッセージを表すようにフォーマット
されても良い。
【００６８】
又、本発明の第１の特徴に係るデータ・メッセージ・システムのデータ報告システム（２
９）は、イベントの検出に応答して、データ・メッセージをＭＳＣ（２４）へセルラ・ネ
ットワーク制御チャネル（３８）を介して送信しても良い。
【００６９】
本発明の第２の特徴は、セルラ移動無線電話（ＣＭＲ）システム（８’）における、ペー
ジ及び該ページの受信を確認する受取通知を通信するページング受取通知システム（１０
’）であって、（イ）ページング・メッセージに応答し、ページング・メッセージに対応
するデータ・メッセージを準備し、データ・メッセージを通信経路（１５６）を介して送
信する通信手段（１４９）と、（ロ）それぞれがリモート通信装置（１５２）のひとつを
一意的に識別するアドレスを含むデータ・メッセージを、通信経路（１５６）を介して受
信し、それぞれその付随するアドレスを含むデータ・メッセージの選択されたひとつに応
答し、ＣＭＲシステム（８’）のセルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介して、
選択されたデータ・メッセージの受信を確認する受取通知メッセージを送信する複数のリ
モート通信装置（１５２）と、（ハ）受取通知メッセージをセルラ・ネットワーク制御チ
ャネル（３８）を介してリモート通信装置（１５２）から受信する少なくとも一つの移動
スイッチング・センター（ＭＳＣ）（２４’）とから構成され、（ニ）通信手段は、更に
、受取通知メッセージをＭＳＣ（２４’）から第一通信リンク（４２’）を介して受信し
、受取通知メッセージがデータ・メッセージの特定のひとつに対応するかどうかを決定す
るため、受取通知メッセージを処理するページング受取通知システムであることを要旨と
する。
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【００７０】
本発明の第２の特徴に係るページング受け取り通知システムの通信手段（１４９）は、受
取通知メッセージが特定のデータ・メッセージに対応するという判定に応答して、特定の
データ・メッセージに対応するページング・メッセージの一つを開始したページング・パ
ーティへ確認メッセージを出力し、確認メッセージは、リモート通信装置（１５２）によ
る選択されたデータ・メッセージの受信の確認を提供しても良い。
【００７１】
又、本発明の第２の特徴に係るページング受け取り通知システムのデータ・メッセージの
それぞれは、ページング・メッセージのひとつに対応し、リモート通信装置（１５２）の
選択されたひとつを一意的に識別するアドレスと、対応するページング・メッセージを一
意的に識別する受取通知コードと、対応するページング・メッセージを開始させたページ
ング・パーティによって供給され、選択されたリモート通信装置（１５２）に関連するユ
ーザへの通信を目的とするページング・データとから構成されても良い。
【００７２】
又、本発明の第２の特徴に係るページング受け取り通知システムの受取通知メッセージは
、受取通知コードから構成されても良い。
【００７３】
又、本発明の第２の特徴に係るページング受け取り通知システムの受取通知メッセージは
、更に、ユーザによって供給され、ページング・パーティへ通信することが意図された動
作データから構成されても良い。
【００７４】
又、本発明の第２の特徴に係るページング受け取り通知システムの受取通知メッセージは
、受取通知コードと、ユーザによって供給され、ページング・パーティへ通信することが
意図された動作データとから構成されても良い。
【００７５】
又、本発明の第２の特徴に係るページング受け取り通知システムの受取通知メッセージは
、セルラ無線電話が最初にＣＭＲシステムに自己識別をする時に、セルラ無線電話によっ
て送信される識別信号と対応するようにフォーマットされ、識別信号は、移動電話番号及
び電子シリアル・ナンバー（ＥＳＮ）とから構成されても良い。
【００７６】
又、本発明の第２の特徴に係るページング受け取り通知システムの受取通知コードは、移
動電話番号の少なくとも一部分に対応しても良い。
【００７７】
又、本発明の第２の特徴に係るページング受け取り通知システムの動作データは、ＥＳＮ
の少なくとも一部分に対応しても良い。
【００７８】
又、本発明の第２の特徴に係るページング受け取り通知システムの通信手段（１４９）は
、更に、受取通知コードをデータ・メッセージのそれぞれに割り当て、受取通知コードを
メモリ格納装置へ格納受取通知コードとして格納するために出力しても良い。
【００７９】
又、本発明の第２の特徴に係るページング受け取り通知システムの通信手段（１４９）は
、受取通知メッセージが特定のデータ・メッセージに対応するかどうかを、受取通知メッ
セージに含まれる受取通知コードを特定のデータ・メッセージに関連する格納受取通知コ
ードと比較することによって判定しても良い。
【００８０】
又、本発明の第２の特徴に係るページング受け取り通知システムのリモート通信装置（１
５２）のそれぞれは、予め決められた時間期間の間、セルラ・ソースが特定の時間間隔の
間にセルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介したＭＳＣ（２４’）とのセルラ通
信を開始したかどうかをそれぞれが示すビジー・アイドル・ビットのストリームを検出す
るため、セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を監視し、制御ネットワーク制御チ
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ャネル（３８）に対する通信のレベルを、ビジー・アイドル・ビットの状態に基づいて決
定しても良い。
【００８１】
又、本発明の第２の特徴に係るページング受け取り通知システムのリモート通信装置（１
５２）のそれぞれが、通信に対するレベルが所定の最小しきい値未満の時、データ・メッ
セージをＭＳＣ（２４’）へ送信しても良い。
【００８２】
又、本発明の第２の特徴に係るページング受け取り通知システムの受取通知メッセージは
、ＥＩＡ／ＴＩＡ－５３３に従った拡張プロトコル・メッセージを表すようにフォーマッ
トされても良い。
【００８３】
本発明の第３の特徴は、セルラ無線電話と通信するためのセルラ移動無線電話（ＣＭＲ）
システム（８）における、複数のリモート・データ・ソース（３０）から収集されたデー
タを通信する方法であって、（イ）選択データを得るため、リモート・データ・ソース（
３０）のそれぞれの動作を監視するステップと、（ロ）選択データを含むデータ・メッセ
ージを、セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介してＣＭＲシステム（８）の移
動スイッチング・センター（ＭＳＣ）（２４）へ送信するステップと、（ハ）セルラ無線
電話がＣＭＲシステムへ自己識別する時、セルラ無線電話の一つによって送信される識別
信号としてフォーマットされたデータ・メッセージをＭＳＣ（２４）から、データ・メッ
セージに応答して選択データを収集するデータ収集システム（４０）へ第一通信リンク（
４２）を介して送信するステップとからなる方法であることを要旨とする。
【００８４】
本発明の第３の特徴に係る方法は、ＭＳＣ（２４）からデータ・メッセージを受信するデ
ータ収集システム（４０）に応答して、データ・メッセージを格納データ・メッセージと
して格納するステップを更に有しても良い。
【００８５】
又、本発明の第３の特徴に係る方法は、格納データ・メッセージを、データ収集システム
（４０）から、データ・メッセージの選択されたデータを処理するデータ処理システム（
４６）へ第二通信リンク（４８）を介して転送するステップを更に有しても良い。
【００８６】
又、本発明の第３の特徴に係る方法は、データ・メッセージを、データ収集システム（４
０）から、データ・メッセージの選択データを処理するデータ処理システム（４６）へ第
二通信リンク（４８）を介して転送するステップを更に有しても良い。
【００８７】
又、本発明の第３の特徴に係る方法におけるデータ・メッセージは、選択データと、デー
タ・メッセージをＭＳＣ（２４）へ送信するセルラ通信装置（３４）を一意的に識別する
予め決められた識別特性とから構成されても良い。
【００８８】
又、本発明の第３の特徴に係る方法における識別特性は、移動電話番号及び電子シリアル
・ナンバー（ＥＳＮ）とから構成されても良い。
【００８９】
又、本発明の第３の特徴に係る方法における識別特性は、移動電話番号の少なくとも一部
分に対応しても良い。
【００９０】
又、本発明の第３の特徴に係る方法における監視するステップは、リモート・データ・ソ
ース（３０）に対する選択データを監視するステップと、少なくとも予め決められた時間
期間の間、選択データを記録するステップとを含んでも良い。
【００９１】
又、本発明の第３の特徴に係る方法における監視するステップは、予め決められた時間期
間のそれぞれの開始時に対する相対時間を示す時間タグを、選択データに追加するステッ
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プを更に含んでも良い。
【００９２】
又、本発明の第３の特徴に係る方法は、予め決められた時間期間の間、セルラ・ソースが
特定の時間間隔の間にセルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介したＭＳＣ（２４
）とのセルラ通信を開始したかどうかをそれぞれが示すビジー・アイドル・ビットのスト
リームを検出するために、セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を監視するステッ
プと、制御ネットワーク制御チャネル（３８）に対する通信のレベルを、ビジー・アイド
ル・ビットの状態に基づいて計算するステップと、通信のレベルが所定の最小しきい値未
満になるまで、データ・メッセージをＭＳＣ（２４）へ送信するステップを遅らせるステ
ップとを更に含んでも良い。
【００９３】
又、本発明の第３の特徴に係る方法は、ＭＳＣ（２４）からのセルラ・ネットワーク制御
チャネル（３８）を介したコマンド信号の受信に応答して、予め決められた動作を行うス
テップを更に含んでも良い。
【００９４】
又、本発明の第３の特徴に係る方法におけるコマンド信号のそれぞれは、アドレス・デー
タから構成され、予め決められた動作を行うステップは、予め決められたアドレス・デー
タのみに対するコマンド信号に応答してのみ完了しても良い。
【００９５】
又、本発明の第３の特徴に係る方法は、コマンド信号の一つの受信に応答して、データ・
メッセージをＭＳＣ（２４）へセルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介して送信
するステップを更に含んでも良い。
【００９６】
又、本発明の第３の特徴に係る方法は、セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介
したＭＳＣ（２４）からのコマンド信号のひとつの受信に応答して、指示信号を出力する
ステップと、指示信号に応答して、選択されたデータを得るために、所定の監視時間期間
の間、リモート・データ・ソース（３０）を監視するステップとを更に含んでも良い。
【００９７】
又、本発明の第３の特徴に係る方法は、選択データを格納選択データとして格納するステ
ップを更に含んでも良い。
【００９８】
又、本発明の第３の特徴に係る方法は、データ・メッセージをＭＳＣ（２４）へ送信する
ステップは、時間間隔の満了時に、クロック信号を出力するステップと、クロック信号に
応答して、データ・メッセージのひとつをＭＳＣ（２４）へセルラ・ネットワーク制御チ
ャネル（３８）を介して送信するステップとを含んでも良い。
【００９９】
又、本発明の第３の特徴に係る方法は、ＭＳＣ（２４）からのセルラ・ネットワーク制御
チャネル（３８）を介した、別のコマンド信号の受信に応答して、クロック信号の時間間
隔を所定の時間に同期させるステップを更に含んでも良い。
【０１００】
又、本発明の第３の特徴に係る方法におけるデータ・メッセージをＭＳＣ（２４）へ送信
するステップは、時間間隔の満了時に、クロック信号を出力するステップと、クロック信
号に応答して、選択されたデータを含むデータ・メッセージのひとつをＭＳＣ（２４）へ
セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介して送信するステップとを含んでも良い
。
【０１０１】
又、本発明の第３の特徴に係る方法は、セルラ・ソースがＭＳＣ（２４）とのセルラ・ネ
ットワーク・制御チャネル（３８）を介したセルラ通信を特定の時間間隔の間に開始した
かどうかをそれぞれが示すビジー・アイドル・ビットのストリームを検出するため、予め
決められた時間期間の間、セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を監視するステッ
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プと、ビジー・アイドル・ビットの状態に基づいて、制御ネットワーク制御チャネル（３
８）に対する通信のレベルを決定するステップと、通信に対するレベルが所定の最小しき
い値未満になるまで、データ・メッセージをＭＳＣ（２４）へ送信するステップを遅らせ
るステップとを更に含んでも良い。
【０１０２】
又、本発明の第３の特徴に係る方法は、データ・メッセージをＭＳＣ（２４）へ送信する
ステップは、セルラ・ソースがセルラ・ネットワーク・制御チャネル（３８）を介したＭ
ＳＣ（２４）とのセルラ通信を特定の時間間隔の間に開始したかどうかをそれぞれが示す
ビジー・アイドル・ビットのストリームを検出するため、予め決められた時間期間の間、
セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を監視するステップと、ビジー・アイドル・
ビットの状態に基づいて、制御ネットワーク制御チャネル（３８）に対する通信のレベル
を決定するステップと、通信に対するレベルが所定の最小しきい値未満になるまで、デー
タ・メッセージをＭＳＣ（２４）へ送信するステップを遅らせるステップとを含んでも良
い。
【０１０３】
又、本発明の第３の特徴に係る方法におけるデータ・メッセージは、イベントの検出に応
答して、ＭＳＣ（２４）へ送信されても良い。
【０１０４】
本発明の第４の特徴は、セルラ移動無線電話（ＣＭＲ）システム（８’）における、ペー
ジされたパーティへの通信のためにページング・パーティによってそれぞれが生成された
ページング・メッセージの受信を確認するため、受取通知メッセージを通信する方法であ
って、（イ）ページング・メッセージをページング・パーティから受信するステップと、
（ロ）データ・メッセージが対応するページング・メッセージの受信に応答して、データ
・メッセージを準備するステップと、（ハ）データ・メッセージを通信経路（１５６）を
介して送信するステップと、（ニ）データ・メッセージの受信を確認するため、データ・
メッセージに応答して、受取通知メッセージを準備するステップと、受取通知メッセージ
をＣＭＲシステム（８’）のセルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介して、少な
くとも一つの移動スイッチング・センター（ＭＳＣ）（２４’）へ送信するステップと、
（ホ）受取通知メッセージの一つがデータ・メッセージの特定のものに対応するかどうか
を決定するため、受取通知メッセージを処理するステップとからなる方法であることを要
旨とする。
【０１０５】
本発明の第４の特徴に係る方法は、受取通知メッセージのひとつが特定のデータ・メッセ
ージに対応するという判定に応答して、特定のデータ・メッセージの受信の確認を与える
確認メッセージを出力するステップを更に含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法
。
【０１０６】
又、本発明の第４の特徴に係る方法におけるデータ・メッセージのそれぞれは、データ・
メッセージを受信する選択されたリモート通信ユニット（１５２）を一意的に識別するア
ドレスと、対応するページング・メッセージを一意的に識別する受取通知コードと、対応
するページング・メッセージを開始させたページング・パーティによって与えられ、ペー
ジされたパーティへ通信することを意図したページング・データとから構成されても良い
。
【０１０７】
又、本発明の第４の特徴に係る方法における受取通知メッセージは、受取通知コードから
構成されて良い。
【０１０８】
又、本発明の第４の特徴に係る方法における受取通知メッセージは、更に、ページされた
パーティによって与えられ、ページング・パーティへ通信することを意図した動作データ
とから構成されても良い。
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【０１０９】
又、本発明の第４の特徴に係る方法における受取通知メッセージは、更に、受取通知コー
ドと別のパーティによって与えられ、ページング・パーティへ通信することを意図した動
作データから構成されても良い。
【０１１０】
又、本発明の第４の特徴に係る方法における受取通知メッセージは、セルラ無線電話が最
初にＣＭＲシステムに自己識別する時に、セルラ無線電話によって送信される識別信号に
対応するようにフォーマットされ、識別信号は、移動電話番号と電子シリアル・ナンバー
（ＥＳＮ）とから構成されても良い。
【０１１１】
又、本発明の第４の特徴に係る方法における受取通知コードは、移動電話番号の少なくと
も一部分に対応しても良い。
【０１１２】
又、本発明の第４の特徴に係る方法における動作データは、変更されたＥＳＮの少なくと
も一部分に対応しても良い。
【０１１３】
又、本発明の第４の特徴に係る方法における受取通知メッセージを送信するステップは、
セルラ・ソースがセルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介したＭＳＣ（２４）と
のセルラ通信を特定の時間間隔の間に開始したかどうかをそれぞれが示すビジー・アイド
ル・ビットのストリームを検出するため、予め決められた時間期間の間、セルラ・ネット
ワーク制御チャネル（３８）を監視するステップと、ビジー・アイドル・ビットの状態に
基づいて、セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）に対する通信のレベルを決定する
ステップと、予め決められた時間期間に対するレベルが所定の最小しきい値未満になるま
で、データ・メッセージをＭＳＣ（２４’）へ送信するステップを遅らせるステップとを
含んでも良い。
【０１１４】
又、本発明の第４の特徴に係る方法における受取通知メッセージを送信するステップは、
時間間隔の満了時に、クロック信号を出力するステップと、クロック信号に応答して、受
取通知メッセージを送信するステップとを含んでも良い。
【０１１５】
又、本発明の第４の特徴に係る方法は、セルラ・ソースがセルラ・ネットワーク制御チャ
ネル（３８）を介したＭＳＣ（２４’）とのセルラ通信を特定の時間間隔の間に開始した
かどうかをそれぞれが示すビジー・アイドル・ビットのストリームを検出するため、予め
決められた時間期間の間、セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を監視するステッ
プと、ビジー・アイドル・ビットの状態に基づいて、制御ネットワーク制御チャネル（３
８）に対する通信のレベルを決定するステップと、クロック信号に応答して、通信に対す
るレベルが所定の最小しきい値未満になるまで、データ・メッセージをＭＳＣ（２４’）
へ送信するステップを遅らせるステップとを更に含んでも良い。
【０１１６】
１．セルラ移動無線電話（ＣＭＲ）システム（８’）における、ページ及び該ページの受
信を確認する受取通知を通信するページング受取通知システム（１０’）であって、
前記ページング・メッセージに応答し、前記ページング・メッセージに対応するデータ・
メッセージを準備し、前記データ・メッセージを通信経路（１５６）を介して送信する通
信手段（１４９）と、
それぞれが前記リモート通信装置（１５２）のひとつを一意的に識別するアドレスを含む
前記データ・メッセージを、前記通信経路（１５６）を介して受信し、それぞれその付随
するアドレスを含む前記データ・メッセージの選択されたひとつに応答し、前記ＣＭＲシ
ステム（８’）のセルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介して、前記選択された
データ・メッセージの受信を確認する受取通知メッセージを送信する複数のリモート通信
装置（１５２）と、
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前記受取通知メッセージを前記セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介して前記
リモート通信装置（１５２）から受信する少なくとも一つの移動スイッチング・センター
（ＭＳＣ）（２４’）
とから構成され、
前記通信手段は、更に、前記受取通知メッセージを前記ＭＳＣ（２４’）から第一通信リ
ンク（４２’）を介して受信し、前記受取通知メッセージが前記データ・メッセージの特
定のひとつに対応するかどうかを決定するため、前記受取通知メッセージを処理すること
を特徴とするページング受取通知システム。
【０１１７】
２．前記通信手段（１４９）は、前記受取通知メッセージが前記特定のデータ・メッセー
ジに対応するという判定に応答して、前記特定のデータ・メッセージに対応する前記ペー
ジング・メッセージの一つを開始したページング・パーティへ確認メッセージを出力し、
前記確認メッセージは、前記リモート通信装置（１５２）による前記選択されたデータ・
メッセージの受信の確認を提供する
ことを特徴とする請求項１に記載のページング受取通知システム。
【０１１８】
３．前記データ・メッセージのそれぞれは、前記ページング・メッセージのひとつに対応
し、前記リモート通信装置（１５２）の選択されたひとつを一意的に識別する前記アドレ
スと、前記対応するページング・メッセージを一意的に識別する受取通知コードと、前記
対応するページング・メッセージを開始させたページング・パーティによって供給され、
前記選択されたリモート通信装置（１５２）に関連するユーザへの通信を目的とするペー
ジング・データとから構成されることを特徴とする請求項１に記載のページング受取通知
システム。
【０１１９】
４．前記受取通知メッセージは、前記受取通知コードから構成されることを特徴とする請
求項３に記載のページング受取通知システム。
【０１２０】
５．前記受取通知メッセージは、更に、前記ユーザによって供給され、前記ページング・
パーティへ通信することが意図された動作データから構成されることを特徴とする請求項
４に記載のページング受取通知システム。
【０１２１】
６．前記受取通知メッセージは、前記受取通知コードと、前記ユーザによって供給され、
前記ページング・パーティへ通信することが意図された動作データとから構成されること
を特徴とする請求項３に記載のページング受取通知システム。
【０１２２】
７．受取通知メッセージは、セルラ無線電話が最初にＣＭＲシステムに自己識別をする時
に、前記セルラ無線電話によって送信される識別信号と対応するようにフォーマットされ
、前記識別信号は、移動電話番号及び電子シリアル・ナンバー（ＥＳＮ）とから構成され
ることを特徴とする請求項６に記載のページング受取通知システム。
【０１２３】
８．前記受取通知コードは、前記移動電話番号の少なくとも一部分に対応することを特徴
とする請求項７に記載のページング受取通知システム。
【０１２４】
９．前記動作データは、前記ＥＳＮの少なくとも一部分に対応することを特徴とする請求
項８に記載のページング受取通知システム。
【０１２５】
１０．通信手段（１４９）は、更に、前記受取通知コードを前記データ・メッセージのそ
れぞれに割り当て、前記受取通知コードをメモリ格納装置へ格納受取通知コードとして格
納するために出力することを特徴とする請求項７に記載のページング受取通知システム。
【０１２６】
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１１．前記通信手段（１４９）は、前記受取通知メッセージが前記特定のデータ・メッセ
ージに対応するかどうかを、前記受取通知メッセージに含まれる前記受取通知コードを前
記特定のデータ・メッセージに関連する前記格納受取通知コードと比較することによって
判定することを特徴とする請求項１０に記載のページング受取通知システム。
【０１２７】
１２．前記リモート通信装置（１５２）のそれぞれは、予め決められた時間期間の間、セ
ルラ・ソースが特定の時間間隔の間に前記セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を
介した前記ＭＳＣ（２４’）とのセルラ通信を開始したかどうかをそれぞれが示すビジー
・アイドル・ビットのストリームを検出するため、前記セルラ・ネットワーク制御チャネ
ル（３８）を監視し、前記制御ネットワーク制御チャネル（３８）に対する通信のレベル
を、前記ビジー・アイドル・ビットの状態に基づいて決定することを特徴とする請求項１
に記載のページング受取通知システム。
【０１２８】
１３．前記リモート通信装置（１５２）のそれぞれが、前記通信に対する前記レベルが所
定の最小しきい値未満の時、前記データ・メッセージを前記ＭＳＣ（２４’）へ送信する
ことを特徴とする請求項１２に記載のページング受取通知システム。
【０１２９】
１４．前記受取通知メッセージは、ＥＩＡ／ＴＩＡ－５３３に従った拡張プロトコル・メ
ッセージを表すようにフォーマットされることを特徴とする請求項１に記載のページング
受取通知システム。
【０１３０】
１５．セルラ移動無線電話（ＣＭＲ）システム（８’）における、ページされたパーティ
への通信のためにページング・パーティによってそれぞれが生成されたページング・メッ
セージの受信を確認するため、受取通知メッセージを通信する方法であって、
前記ページング・メッセージを前記ページング・パーティから受信するステップと、
前記データ・メッセージが対応する前記ページング・メッセージの受信に応答して、デー
タ・メッセージを準備するステップと、
前記データ・メッセージを通信経路（１５６）を介して送信するステップと、前記データ
・メッセージの受信を確認するため、前記データ・メッセージに応答して、受取通知メッ
セージを準備するステップと、
前記受取通知メッセージを前記ＣＭＲシステム（８’）のセルラ・ネットワーク制御チャ
ネル（３８）を介して、少なくとも一つの移動スイッチング・センター（ＭＳＣ）（２４
’）へ送信するステップと、
前記受取通知メッセージの一つが前記データ・メッセージの特定のものに対応するかどう
かを決定するため、前記受取通知メッセージを処理するステップ
とからなることを特徴とする方法。
【０１３１】
１６．前記受取通知メッセージのひとつが前記特定のデータ・メッセージに対応するとい
う判定に応答して、前記特定のデータ・メッセージの受信の確認を与える確認メッセージ
を出力するステップを更に含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【０１３２】
１７．前記データ・メッセージのそれぞれは、
前記データ・メッセージを受信する選択されたリモート通信ユニット（１５２）を一意的
に識別するアドレスと、
前記対応するページング・メッセージを一意的に識別する受取通知コードと、前記対応す
るページング・メッセージを開始させたページング・パーティによって与えられ、前記ペ
ージされたパーティへ通信することを意図したページング・データ
とから構成されることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【０１３３】
１８．前記受取通知メッセージは、受取通知コードから構成されることを特徴とする請求
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項１７に記載の方法。
【０１３４】
１９．前記受取通知メッセージは、更に、前記ページされたパーティによって与えられ、
前記ページング・パーティへ通信することを意図した動作データとから構成されることを
特徴とする請求項１８に記載の方法。
【０１３５】
２０．前記受取通知メッセージは、更に、前記受取通知コードと前記別のパーティによっ
て与えられ、前記ページング・パーティへ通信することを意図した前記動作データから構
成されることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【０１３６】
２１．前記受取通知メッセージは、前記セルラ無線電話が最初に前記ＣＭＲシステムに自
己識別する時に、セルラ無線電話によって送信される識別信号に対応するようにフォーマ
ットされ、前記識別信号は、移動電話番号と電子シリアル・ナンバー（ＥＳＮ）とから構
成されることを特徴とする請求項２０に記載の方法。
【０１３７】
２２．前記受取通知コードは、前記移動電話番号の少なくとも一部分に対応することをを
特徴とする請求項２１に記載の方法。
【０１３８】
２３．前記動作データは、前記変更されたＥＳＮの少なくとも一部分に対応することをを
特徴とする請求項２２に記載の方法。
【０１３９】
２４．前記受取通知メッセージを送信する前記ステップは、
セルラ・ソースが前記セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介した前記ＭＳＣ（
２４）とのセルラ通信を特定の時間間隔の間に開始したかどうかをそれぞれが示すビジー
・アイドル・ビットのストリームを検出するため、予め決められた時間期間の間、前記セ
ルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を監視するステップと、
前記ビジー・アイドル・ビットの状態に基づいて、前記セルラ・ネットワーク制御チャネ
ル（３８）に対する通信のレベルを決定するステップと、
前記予め決められた時間期間に対する前記レベルが所定の最小しきい値未満になるまで、
前記データ・メッセージを前記ＭＳＣ（２４’）へ送信する前記ステップを遅らせるステ
ップ
とを含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【０１４０】
２５．前記受取通知メッセージを送信する前記ステップは、
時間間隔の満了時に、クロック信号を出力するステップと、
前記クロック信号に応答して、前記受取通知メッセージを送信するステップ
とを含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【０１４１】
２６．セルラ・ソースが前記セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を介した前記Ｍ
ＳＣ（２４’）とのセルラ通信を特定の時間間隔の間に開始したかどうかをそれぞれが示
すビジー・アイドル・ビットのストリームを検出するため、予め決められた時間期間の間
、前記セルラ・ネットワーク制御チャネル（３８）を監視するステップと、
前記ビジー・アイドル・ビットの状態に基づいて、前記制御ネットワーク制御チャネル（
３８）に対する通信のレベルを決定するステップと、
前記クロック信号に応答して、前記通信に対する前記レベルが所定の最小しきい値未満に
なるまで、前記データ・メッセージを前記ＭＳＣ（２４’）へ送信する前記ステップを遅
らせるステップ
とを更に含むことを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【０１４２】
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これから参照する図面は、複数の図面に亘って同様の数字が同様の構成要素を示す。図１
は、セルラ移動無線電話（ＣＭＲ）システム８の好ましい環境でのデータ・メッセージ・
システム１０の好適実施例を示す。図１に示すように、データ収集システム１０は、無数
のデータ・ソースに関連する報告システムによって、データの収集及び中央データ収集サ
イトへの通信をサポートする。携帯又は移動通信用によく適合されたＣＭＲシステム８の
環境内で動作することにより、データ・メッセージ・システム１０は、既存の広領域通信
網を活用し、各リモート・データ・サイトとの従来型専用電話施設又は従来の二方向無線
通信を介した通信の費用の発生を防止する。本発明者は、ユーティリティ・メータ、共同
受信設備（ＣＡＴＶ）ペイ・パー・ビュー（ＰＰＶ）端末、隔離されたサイトで動作して
いる設備、及びセキュリティ・アラーム・システムなどの非常に多様なデータ・ソースか
ら収集されるデータを通信することを含めた、データ収集システム１０に対する無数の通
信アプリケーションを予測する。
【０１４３】
データ・メッセージ・システム１０は、ＣＭＲシステムの既存環境を、一以上のリモート
・サイトから中央ロケーションにデータを通信するのに適用する。しかしながら、従来の
電話通話に対するＣＭＲシステムの音声チャネルの使用を節約するため、データ収集シス
テム１０は、データ通信に対してＣＭＲシステムのセルラ・ネットワーク制御チャネルを
使用する。これにより、通常のＣＭＲシステムの音声チャネルの専用とされた貴重な周波
数スペクトラムを節約が可能になる。
【０１４４】
通常のＣＭＲシステムは、セル１２によって示されるような、地理的な無線サービス領域
を含み、通常、複数のセルが、普通のセルラ・サービス・オペレータのシステムに提供さ
れている。セル１２は、セル１２内で動作しているセルラ移動無線電話とセル・コントロ
ール１６との間で通信を可能とするため、ブロードキャスト・アンテナ１４によってサー
ビスされる。移動スイッチング・センター（ＭＳＣ）２４のような移動電話スイッチング
局は、専用電話施設（不図示）又は、より多くは、セル・コントロール１６とＭＳＣ２４
との間のセル・ツー・移動スイッチング・センター・データ・リンク２２によってセル１
２と通信できる。データ・リンク２２の少なくとも一部は、通常、セル１２とＭＳＣ２４
との間に位置される、マイクロ波リンク２０のような無線通信リンクによってサポートさ
れる。
【０１４５】
当業者にはよく知られているように、従来のＣＭＲシステムは、だいたい同じに装備され
たセル・サイト１２の適当な配列に結合された少なくとも一つの移動電話スイッチとから
構成される。ＭＳＣ２４は、通常、セル１２内で動作している移動無線電話を含む電話通
話を公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）２６へ電話施設２８を介して結合する。
【０１４６】
データ収集システム１０は、リモート・データ・ソース３０からデータを収集する少なく
とも一つのモニタ３２と、収集されたデータをＣＭＲシステムの制御チャネルを介してＭ
ＳＣ２４へ通信するセルラ通信装置３４とからそれぞれが構成される一組のデータ報告装
置（ｄａｔａ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅ）２９を含む。対応するリモート・デ
ータ・ソース３０に接続されるモニタ３２は、動作又は運転特性に向けられた選択された
データを得て、記録する。次いで、対応するモニタ３２に信号経路３３を介して接続され
ているセルラ通信装置３４は、選択データを含むデータ・パケットを準備し、パケットを
データ・メッセージとして送信する。選択データは、データ・ソース３０の動作又は運転
の監視に応答して、モニタ３２によって獲得された実際のデータを表す。代わりに、選択
データは、予め決められたデータ又はデータ・ソース３０に対するモニタ３２による所定
のイベントの検知に関連する予めプログラムされたメッセージを表すこともできる。
【０１４７】
ＭＳＣ２４は、データ・リンク２２、並びにブロードキャスト・アンテナ１４及びセルラ
通信装置３４の間のセルラ通信リンク３６の組み合わせによって形成されるセルラ・ネッ
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トワーク制御チャネル３８を介してデータ・メッセージを受信する。この通信リンクの組
み合わせは、全体で、制御チャネルと呼ばれる。よく知られているように、従来のＣＭＲ
システムに対するセルラ・ネットワーク制御チャネルは、一般に、フォーワード制御チャ
ネル（ＦＯＣＣ）及びリバース制御チャネル（ＲＥＣＣ）と記述される二つの無線チャネ
ルから構成される。ＦＯＣＣは、ＭＳＣによって始められた無線電話機への通信に使用さ
れる。一方、ＲＥＣＣは、無線電話からＭＳＣ２４への通信に使用される。好適実施例の
通信動作も、ＭＳＣ２４とセルラ通信装置３４との間の通信に対して、この慣行用法を使
用する。すなわち、制御チャネル３８は、二つの分離したデータ通信経路、ＭＳＣ２４に
よって始められた通信用のＦＯＣＣとセルラ通信装置（又はセル内で動作する移動無線電
話）によって始めれた通信用のＲＥＣＣとからなる。したがって、セルラ通信装置３４は
、ＲＥＣＣを介してデータ・メッセージを送信し、ＭＳＣ２４は、ＦＯＣＣを介してコマ
ンド信号を送信する。
【０１４８】
このようなやり方で、ＭＳＣ２４は、ＣＭＲシステム８に対するセル配列のカバー領域内
で動作しているセルラ通信装置３４のそれぞれからデータ・メッセージを受信できる。デ
ータ・メッセージは、実際の無線電話制御情報に通常含まれるパラメータではなく選択デ
ータを含むが、ＭＳＣ２４は、データ・メッセージは無線電話機によって生成されたレジ
ストレーション信号として現われるようにフォーマットされるので、データ・メッセージ
に、あたかも、それらがセル内で作動中の従来の無線電話から送信されたかのように作用
する。
【０１４９】
ＭＳＣ２４は、データ・メッセージに応答して、データ・メッセージを後日の処理のため
格納すること、データ・メッセージによって提供される選択データを処理すること、又は
、データ・メッセージをデータ収集システム（ｄａｔａ　ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ　ｓｙｓ
ｔｅｍ）４０へ第一通信リンク４２を介して転送することのうち、一つ又はそれ以上の動
作を行うことができる。データ収集システム４０は、メモリ格納装置４４へ接続され、受
信データ・メッセージをメモリ格納装置４４に格納することによって選択データを収集す
る。ＭＳＣ２４と同様に、データ収集システム４０も、選択データを処理して、データ・
ソース３０の動作又は運転に関する更なる情報を得ることができる。または、データ収集
システム４０は、データ・メッセージをデータ処理システム４６へ第二通信リンク４８を
介して送る。データ処理システム４６は、通常は、データ収集システム４０から遠く離れ
て位置され、中央サイトでの選択データの便利な処理を促進する。第二通信リンク４８は
、通常は、従来の電話施設、専用データ・リンク、又は、無線通信リンクによって実装さ
れる。
【０１５０】
データ収集システム１０に対する典型アプリケーションは、電気的負荷システムの負荷を
監視し、エネルギー消費データを中央サイトへ処理のため通信することである。ユーティ
リティ産業は、通常、選択された制御シナリオに対して、負荷管理活動の間、エネルギー
消費データを収集又は監視することによって電気的負荷管理システムの効率を決める。す
なわち、ユーティリティは、ある収集期間の間、選択された顧客によって消費された最大
エネルギーを、負荷管理活動がない場合にそれらの顧客によって消費されるであろう最大
エネルギーと比較する。ユーティリティは、通常、所定の時間間隔の間の顧客の電力消費
を記録するため、各顧客の電気的負荷の近くに置かれる負荷プロファイル記録器を使用す
る。収集期間が終了すると、記録されたエネルギー消費データは、各負荷プロファイル記
録器から中央データ処理サイトへデータ変換及び評価のため転送される。負荷プロファイ
ル記録器によって記録されたエネルギー消費データをデータ処理サイトへ送るのに従来の
電話システムを使うことはよく知られている。
【０１５１】
このアプリケーションにおいて、モニタ３２は、エネルギー消費データをデータ・ソース
３０（ここでは、電気的負荷）から得るため、負荷プロファイル記録器として動作する。
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セルラ通信装置３４は、その後、エネルギー消費データを含むデータ・メッセージをＭＳ
Ｃ２４へ送信する。ＭＳＣ２４は、データ・メッセージをデータ収集システム４０へエネ
ルギー消費データの処理のため転送でき、又は、データ収集システム４０が、次いで、デ
ータ・メッセージをデータ処理システム４６へ処理動作のため送る。このようにして、ユ
ーティリティは、電気的負荷管理プログラムの効率及びコスト利益のユーティリティによ
る評価をサポートするため、エネルギー消費データを数多くの電気的負荷から収集できる
。
【０１５２】
ジュースの自動販売機などの報告システムの商業的活動に関係したデータをモニタし、中
央データ収集サイトへ従来の電話施設を介して非専用的に通信するシステムを使うことも
、米国特許４，７６６，５４８号に示されるように、よく知られている。かかるシステム
により、在庫の変更、サービス・コール、現金の受取り、所定製品に対する需要、売切れ
状態、及びいろいろなアラーム機能など、自動販売機内の種々の出来事の監視ができる。
この種のアプリケーションにおいては、モニタ３２が、データ・ソース３０（ここでは、
自動販売機）の商業的動作を監視し、セルラ通信装置３４が動作パラメータを含むデータ
・メッセージをＭＳＣ２４へ送信する。ユーティリティ・アプリケーションと同様に、Ｍ
ＳＣ２４は、データ・メッセージをデータ収集システム４０へ選択されたデータの処理の
ため転送できる。
【０１５３】
データ収集システム１０は、非常に多様なデータ収集及び報告活動に便利であり、上記の
例は本発明の応用範囲を制限することを意図するものではない。
【０１５４】
データ収集システム１０は、従来のＣＭＲシステムに対する既存のアーキテクチャ及び通
信プロトコルを適用して、数多くのリンク・サイトから収集されるデータを通信する新規
で経済的なアプローチを提供する。ＭＳＣ２４とセルラ通信装置３４との間のデータ・メ
ッセージの通信は、おもに、ＣＭＲシステム通信に対する従来技法及び既知プロトコルに
基づいていることが理解されるであろう。したがって、データ収集システム１０の詳細動
作を説明する前に、典型的なＣＭＲシステムの動作を概観するのが便利であろう。
【０１５５】
ＣＭＲシステムは、一般に、無線カバー領域を、低電力送信機及びカバー範囲限定受信機
を使う、より小さなカバー領域、すなわち、「セル」に分割することを特徴とする。当業
者には既知のように、カバー領域が制限されることにより、一つのセルで使われる無線チ
ャネルを、別のセルで再利用できるようになる。あるセル内の移動無線電話がセルの境界
を横切って、隣接するセルへ入ると、セルに付随する制御回路部は、入ったばかりのセル
内の移動無線電話の信号強度がより強いことを検知し、移動無線電話との通信は、入った
ばかりのセルへ「ハンド・オフ」される。
【０１５６】
ＣＭＲシステムは、通常、各無線チャネルと各セルのため、一対の無線周波数を使う。各
セルは、通常、少なくとも一つのシグナリング・チャネル（セルラ・ネットワーク制御チ
ャネル又はアクセス・チャネルとも呼ばれる）と幾つかの音声チャネルを含む。制御チャ
ネルは、移動機及び携帯機からのサービス・リクエストを受信し、選択された移動機又は
携帯機をページし、移動機又は携帯機に、通話が発生する所定の音声チャネルに同調する
ように指示するため選択され、又は、専有される。従って、制御チャネルは、普通は、移
動及び携帯無線電話の通信動作を制御するデータの送受信を担う。
【０１５７】
制御チャネルは、普通、ＭＳＣから無線電話機への通信のためのＦＯＣＣと無線電話機か
らＭＳＣへの通信のためのＲＥＣＣとから構成される。ＦＯＣＣは、メッセージ・データ
・ワード、ビジー・アイドル信号、及びビジー・アイドル・ビットの多重化データ・スト
リームを供給する。ビジー・アイドル・ビットは、監視している無線電話へＲＥＣＣの現
在の状態についての指示を与えるのに便利である。ＲＥＣＣが無線電話機によって使用中
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の場合、ＲＥＣＣは、ビジーとみなされ、ビジー・アイドル・ビットは、二進数の値１に
セットされる。また、ＲＥＣＣが使用されていない場合は、ＲＥＣＣは、アイドルとみな
され、ビジー・アイドル・ビットは、二進数の値０にセットされる。従って、無線電話は
、普通、制御チャネル上を、ビジー状態からアイドル状態への遷移によって現れる機会の
時間帯の間、送信する。すなわち、ビジー・アイドル・ビットは、制御チャネル上のシグ
ナリング・アクティビティの瞬間的な眺めを与え、従来の無線電話は、制御チャネル・ア
クティビティのこの瞬間的断片に応答する。
【０１５８】
米国のセルラ無線電話システム用のデータ・メッセージと無線チャネルの仕様は、米国連
邦通信委員会（ＦＣＣ）Ｄｏｃｋｅｔ　Ｎｏ．７９－３１８に付属するＲｅｐｏｒｔ　ａ
ｎｄ　Ｏｒｄｅｒｓ内で、米国電子工業会／電子通信工業会（ＥＩＡ／ＴＩＡ）規格５３
３によって示されており、４７ＣＦＲ§２２に従って実装されている。
【０１５９】
ＥＩＡ／ＴＩＡ－５５３の写しは、米国電子工業会（２００１　Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉ
ａ　Ａｖｅｎｕｅ，　Ｎ．Ｗ．，　Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ，Ｄ．Ｃ．，　ＵＳＡ　２００
０６）のＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔから入手可能である。
【０１６０】
セルラ移動無線電話は、発呼する時、一連のデータ・メッセージをサービス・セルへ送信
する。これらのメッセージは、通常、コール・オリジネーション（Ｃａｌｌ　Ｏｒｉｇｉ
ｎａｔｉｏｎ）と呼ばれ、ＥＩＡ／ＴＩＡ－５３３によって規定されている。これらのデ
ータ・メッセージは、移動識別番号（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｎ
ｕｍｂｅｒ：ＭＩＮ）として知られる、ユニットの電話番号の下位７桁、ユニットの機能
的特徴を識別するユニットの局クラス・マーク（Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｃｌａｓｓ　Ｍａｒｋ
：ＳＣＭ）、及び被コール・アドレス（Ｃａｌｌｅｄ　Ａｄｄｒｅｓｓ）又はダイヤルさ
れた電話番号を常に含む。セルラ・システム・オペレータは、通常、セルラ・ユニットの
上位３桁又はＮＰＡであるＭＩＮ２及び電子シリアル・ナンバー（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ
　Ｓｅｒｉａｌ　Ｎｕｍｂｅｒ：ＥＳＮ）を含む追加データ・ワードも送信する必要があ
る。ＭＩＮは、加入者によって選択されたセルラ・サービス提供者によって特定の無線電
話機に割当てられる。ＭＩＮは、通常は、ＣＭＲシステム・オペレータに固有（ｕｎｉｑ
ｕｅ）の情報を含み、例えば、ＭＩＮの最初の３桁（「ＸＸＸ」）は、通常、エリア・コ
ードに対応し、次の３桁（「ＸＸＸ」）は、通常、エリア・コード内の地理的ロケーショ
ンに対応し、最後の４桁（「ＸＸＸＸ」）は、施設の特定部分を識別する。同様に、ＥＳ
Ｎは、各移動セルラ無線電話機に固有であり、製造業者及び、ある場合は、モデル番号、
製造日等を区別することが出来るフォーマットを有する。
【０１６１】
これらのメッセージは、まず、セルに、そして、データ・リンクを介して、（移動スイッ
チング・センターとも記載される）移動電話スイッチング・センターへ提供される。「ス
イッチ」としても知られるＭＳＣは、移動無線電話と他のテレコミュニケーション・ネッ
トワークとの間で音声接続を形成する。ＭＳＣでは、通常、無線電話が、認可されたユー
ザ又は加入者であるかどうかを、その特定の電話に対応するＭＳＣのデータベース内にエ
ントリーがあるかどうかを見るために無線電話によって提供されるユニットの電話番号、
シリアル・ナンバー、及び他の情報を調べることで決定する。ＭＳＣのオプション機能は
、コール・オリジネーション・メッセージの一部として受信されたＥＳＮ及びＭＩＮが有
効であることを確認することである。もし、ＭＩＮが有効で、無線電話が所定のセルラ・
システム内の加入者、すなわち、「ホーム」・ユニットとして識別されると、受信された
ＥＳＮは、ＭＳＣのデータベースＥＳＮエントリと、不正（ｆｒａｕｄ）を検知するため
比較される。これらのチェックが成功すると、セルラ・コールは進行が許される。
【０１６２】
これもよく知られていることであるが、移動無線電話は、最初に電源投入されると、又は
、既に電源が入っている場合にＣＭＲシステムに入ると、ユニットは、システム内にアク
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ティブに存在するとして自己識別できる。無線電話は、自己識別又は「登録」を自律登録
（Ａｕｔｏｎｏｍｏｕｓ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ）として知られるプロセスを介して
、コール・オリジネーションと同様のデータ・パケットを提供することによって行う。登
録又は識別番号とも呼ばれる自律登録信号は、通常、少なくとも移動電話番号、すなわち
、ＭＩＮとＥＳＮに対するデータ・フィールドから構成される。自律登録の元々の設計意
図は、潜在的な未来の呼配信の効率を、ＭＳＣに各個人無線電話機の大体の位置を知らせ
続けることで、改善し、特定のセルラ・ユニットを見つけるために全てのセルをページす
る必要性を低くすることで、ページング・チャネル負荷を減らすことにあった。ＭＳＣは
、このように情報があたえられると、後に、最後にいたことが知られていたセル又はエリ
アにあるセルラ・ユニットだけに対して「ページ」し又はベルを鳴らすことができる。最
初のページが特定の無線電話を位置決めできなかった場合にのみ、更なるセルがページさ
れるであろう。したがって、自律登録とは、単に、周期的かつ自律的に移動無線電話から
サービス・セルに、前にセルラ・ユニットによってセルから受信されたデータ・パラメー
タに特定される間隔で送信される一組のメッセージである。
【０１６３】
加入者のホーム・サービス・エリア外のサービス・エリアでの自分の移動無線電話の使用
、又は使用の試みは、「ローミング（ｒｏａｍｉｎｇ）」と呼ばれ、その使用者（及び付
随する移動無線電話機）は、一般に、「ローマー（ｒｏａｍｅｒ）」と呼ばれる。例えば
、加入者が別のＣＭＲシステム・サービス提供者のサービス・エリアに入り、無線電話を
電源オンすると、無線電話は、続いて、メッセージをその時電話が在る特定セルの制御チ
ャネルを介して受信する。このメッセージは、加入者が特定のセルラ・システム内での動
作のため登録するリクエストを含む。応答において、無線電話機に対する移動電話番号及
びシリアル・ナンバーの両方が識別情報として送信され、セル・サイトに戻される。セル
は、この情報を移動スイッチング・センターへ転送し、移動スイッチング・センターは、
即座に、無線電話機がローカル・セルラ・サービス提供者の顧客又は別のセルラ・システ
ムの顧客であるかどうかを確かめる。
【０１６４】
無線電話機が別のセルラ・サービス提供者の顧客である場合は、移動スイッチング・セン
ターは、メッセージ・パケットを特定の電話機に対するホーム・システムへ送る。このメ
ッセージは、特定の無線電話機が別のセルラ・システムに登録されたことを示し、番号の
有効性についての情報及び無線電話機に対する課金情報を要求する。ホーム・システムは
、要求された情報を含む応答パケットを送信することにより応答する。有効の場合、外部
セルラ・システムの移動スイッチング・センターは、ローマーをその登録ユーザ・リスト
に加え、ホーム・セルラ・システムは、無線電話機に付随する加入者を、サービス・エリ
ア外にいて、別のエリアに登録されたローマーのリストに加える。
【０１６５】
この同じ無線電話機がさらに別のシステムに登録すると、ホーム・システムに対する移動
スイッチング・センターのデータベースは、ユニットが再び移動したことを観測し、その
ローミング・ユニットがデータベース・システム内でもっとも最近登録した場所のリスト
を更新する。更に、最初の外部システムにメッセージを送り、ローミング・システムは移
動して、別のシステムに登録したこと、及び、最初の外部システムは、特定ユニットをそ
の登録ローマーのリストから削除しなければならないことを知らせる。このようにして、
種々の移動スイッチング・センターのデータベースは、以前に登録されたローマーを、こ
れらのローマーがサービス・エリアを去ってからしばらくしたときに、サービスが必要な
有効なアカウントとして識別するデータによって散らかされることがなくなる。
【０１６６】
上記のセルラ・システム動作の一般的な情報に鑑み、再び図１を参照すると、セルラ通信
装置３４によるデータ・メッセージの送信に応答して、ＭＳＣ２４は、通常、データ・メ
ッセージを送信したセルラ通信装置３４が、セルラ・システム８又は別のシステムにより
提供されるサービスの認可されたユーザ又は加入者であるかどうかについて決定する。図
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２に示され、以下にデータ・メッセージ・フォーマットに関して説明されるように、デー
タ・メッセージは、好ましくは、通常、所定のリモート又は外部セルラ・システム内で動
作する無線電話としてセルラ通信装置３４を識別する所定の情報を含む。この情報に基づ
いて、ＭＳＣ２４は、セルラ通信装置３４は、別のセルラ・システム（この場合、リモー
ト・セルラ・スイッチング）によって提供されるセルラ・サービスに実際に加入している
ので、ローマーであると判断する。すなわち、ＭＳＣ２４は、データ・メッセージ内の所
定の情報を特定のセルラ・システムに属するものとして識別するリスト又はデータベース
を維持し、このデータベースをチェックすることにより、セルラ通信装置３４が加入者又
はローマーであるかどうか決定する。したがって、ＭＳＣ２４はデータ・メッセージをＣ
ＭＲシステム８内で動作するローミング移動無線電話からの送信として解釈することがわ
かるであろう。
【０１６７】
データ・メッセージによって識別されるリモート・セルラ・システムは、電話通話をサポ
ートする実際の動作セルラ・システムではなく、データ収集アプリケーションに専有され
るものであり、データ収集システム４０によって表わされる。セルラ通信装置３４は実際
は、リモート・セルラ・システムに関連するとの認識のもと、ＭＳＣ２４はデータ・メッ
セージをデータ収集システム４０に第一通信リンク４２を介して転送する。データ収集シ
ステム４０は、ＭＳＣ２４へ、データ・メッセージに関連するローマーがリモート・セル
ラ・システムの有効又は認可されたユーザであることを確認するメッセージを送ることに
より応答する。セルラ通信装置３４は、その後、ＭＳＣ２４において、登録無線電話とし
て登録ローマーのデータベースに追加される。
【０１６８】
データ収集システム４０は、リモート・データ・ソース３０から収集された選択データを
含むデータ・メッセージを受信し、ＭＳＣ２４とは異なり、データ・メッセージが、リモ
ート・データ・ソース３０から収集された所望のデータを実際に含むことを認識する。し
たがって、データ収集システム４０は、セルラ通信装置３４をその登録ローマーのリスト
から削除するようＭＳＣに指示するメッセージをＭＳＣ２４へ送信する。ＭＳＣ２４は、
通常、ローミング無線電話が別のセルラ・システムに移動し、続いて、その別のシステム
で動作登録されるとき、このタイプのメッセージを受信することはわかるであろう。した
がって、ＭＳＣ２４のデータベースは、データ・メッセージをデータ収集システム４０へ
転送後は、もはや、セルラ通信装置３４に関する登録情報を維持する必要はない。
【０１６９】
または、ＭＳＣ２４は、所定の時間間隔の満了時に、かかる登録情報についての自己のデ
ータベースをクリアする。データ収集システム４０は、ローマーが有効なユーザであるこ
とを確認し、更にＭＳＣ２４に登録エントリを所定の時間間隔満了時に削除するよう指示
するメッセージを送信することによって、データ・メッセージに応答できる。別のオプシ
ョンとして、ＭＳＣ２４は、データ収集システム４０からの指示なしに、自動的に、登録
エントリをＭＳＣデータベースから所定の時間間隔の満了時に削除できる。このようにし
て、データ収集システム４０はセルラ通信装置３４が有効なユーザを表すことを確認した
後は、更に別のメッセージをＭＳＣ２４へ送る必要がなくなる。
【０１７０】
ＭＳＣ２４及びデータ収集システム４０は、ＥＩＡ／ＴＩＡ暫定規格４１（ＩＳ－４１規
格）と互換であることが好ましい。ＩＳ－４１規格は、２つのセルラ・システム間の通信
に対する通信プロトコルを規定する。ＩＳ－４１規格は、セルラ呼の非類似のセルラ・シ
ステム間のハンド・オフを、単一のＣＭＲシステムのセル間で呼がハンド・オフされる場
合と異ならないやり方で、できるようにする。更に、ＩＳ－４１規格は、セルラ発呼者（
ｃａｌｌｅｒ）が有効なセルラ・サービス加入者であるかどうかを証明するための、呼配
信（ｃａｌｌ　ｄｅｌｉｖｅｒｉｅｓ）及び通信交換（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　
ｅｘｃｈａｎｇｅ）を可能とする。このようにして、ＭＳＣ２４は、データ・メッセージ
を、データ収集システム４０へ、望ましくはＩＳ－４１互換ネットワークとして実装され
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る第一通信リンク４２を介してハンド・オフ又は転送する。応答において、データ収集シ
ステムは、データ・メッセージのソース、具体的にはセルラ通信装置３４が有効なセルラ
・ソースであることを確認するため、ユーザ確認（ｖａｌｉｄａｔｉｏｎ）メッセージを
リンク４２を介して送る。
【０１７１】
すなわち、データ収集システム４０は、受信データ・メッセージがセルラ通信装置３４に
よって送信された選択データを含むことを認識する。したがって、データ収集システム４
０は、受信データ・メッセージを処理し、そのデータ・メッセージ内の予め決められた識
別特性を、そのデータベース内のそのような特性のリストと比較する。このデータベース
は、望ましくは、既知のセルラ通信装置３４のそれぞれに対する予め決められた特性のエ
ントリ及び付随装置を有効なセルラ・ソースとして識別する対応するデータを含む。肯定
的にマッチすると、データ収集システム４０は、望ましくは、ＭＳＣ２４へ確認メッセー
ジを送ることで受信データ・メッセージに応答する。否定的なマッチに応答して、データ
収集システム４０は、セルラ通信装置３４に対する有効エントリの不存在を確認するメッ
セージをＭＳＣ２４へ転送できることもわかるであろう。
【０１７２】
この確認メッセージは、特定のセルラ・ソースによる使用を認可された通信サービスのプ
ロファイルを含むこともできる。例えば、このユーザ・プロファイルは、典型的には、長
距離サービスへのアクセス、セルラ・システムを介して（受信せず）発呼するだけのソー
スの能力等を含むセルラ・ソースに対する動作制限を規定する。好適実施例においては、
ユーザ・プロファイル情報は、そのデータベースから特定のセルラ通信装置に対する登録
エントリを所定の時間期間の満了後、削除するようＭＳＣ２４に命ずる指示を含むことが
できる。これにより、ＭＳＣ２４と登録することにより、データ・メッセージをセルラ・
システム８を介して通信したセルラ通信装置３４はもはや、ＭＳＣ２４の継続した通信サ
ポートを必要としないので、ＭＳＣ２４は、かかる装置に対するエントリをそのデータベ
ースからクリアすることが可能になる。
【０１７３】
データ収集システム４０は、受信データ・メッセージによって提供される選択データをメ
モリ格納装置４４内に格納でき、選択されたデータを処理して結果データを格納でき、又
は、選択されたデータをデータ処理システム４６へ処理のため転送できる。選択されたデ
ータをデータ処理システム４６へ送る前に、データ収集システム４０は、まず、データ・
メッセージをデータ処理システム４６へ運ぶのに許容可能な通信プロトコルへデータ・メ
ッセージを変換する。このステップは、ＭＳＣ２４及びデータ収集システム４０とは異な
り、データ処理システム４６と第二通信リンク４８のいずれもがＩＳ－４１規格互換でな
いので、データ処理システム４６との通信前に必要となる。
【０１７４】
好適実施例においては、セルラ通信装置３４を外部セルラ・システムに付随するローマー
として扱うようにＭＳＣ２４がプログラムされているが、ＭＳＣ２４のデータベースも、
セルラ・システム８のセル内で動作するセルラ通信装置３４の予め決められた識別特性に
対するエントリを含むようにプログラムできることもわかるであろう。制御チャネル３８
を介して、このような装置３４からデータ・メッセージを受信すると、かかるデータベー
ス・エントリを含むＭＳＣ２４は、ＭＳＣデータベースが、メッセージによって提供され
る予め決められた識別特性に対応するエントリを含むので、送信セルラ通信装置３４を、
ローマーとしてではなく、「ホーム」・ユニットとして識別する。したがって、ＭＳＣ２
４は、送信セルラ通信装置３４をセルラ・システム８のホーム・ユニットとして登録する
。これにより、このセルラ・ソースが有効なユーザ又は加入者であるかどうかを調べるた
めに、データ収集システム４０のような外部セルラ・システムにコンタクトする余分な必
要がなくなる。
【０１７５】
しかしながら、データ・メッセージ内の情報のデータ収集システム４０への必要な転送を
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始めるため、本実施例のＭＳＣ２４は、データ・メッセージが、まだ、データ収集システ
ム４０へ転送されなければならないことを認識するのに適用される。具体的には、データ
収集システム４０に一意的に付随する予め決められた識別特性の一部に基づいて、ＭＳＣ
２４は、かかる特性を含む全メッセージをデータ収集システム４０へ送るようにスイッチ
に命ずるデータベース内のエントリの位置を突きとめる。これにより、ＭＳＣ２４は、そ
の後、データ・メッセージを第一通信リンク４２を介してデータ通信システム４０へ転送
する。
【０１７６】
データ収集システム４０は、コンピュータで実装可能である。データ収集システム４０の
ひとつの実施例は、サービス・サーキット・ノードのコンピュータである。Ｍｏｔｏｒｏ
ｌａ社のＥＭＸスイッチ及び他のベンダー独自のスイッチを含む、ＭＳＣ２４のようなス
イッチの所定の製品は、データ収集システム４０との通信を実装する装置も提供する。ス
イッチ製造業者には、ＡＴ＆Ｔ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｓｙｓｔｅｍｓ（Ｗｈｉｐｐａｎｙ，
　Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ）、Ｅｒｉｃｓｓｏｎ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｙｓｔｅｍｓ（Ｒｉｃｈ
ａｒｄｓｏｎ，　Ｔｅｘａｓ）、Ｈｕｇｈｅｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｓｙｓｔｅｍｓ（Ｇｅ
ｒｍａｎｔｏｗｎ，　Ｍａｒｙｌａｎｄ）、　Ｍｏｔｏｒｏｌａ（Ｓｃｈａｕｍｂｕｒｇ
　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ）が含まれる。
【０１７７】
セルラ・システム８は、望ましくは、ＡＭＰＳ又はＤＡＭＰＳセルラ・システムとして実
装される。しかし、セルラ・システム８は、ＤＣＳ　１８００、ＧＳＭ、ＩＳ　９５－Ｃ
ＤＭＡ、ＪＴＡＣＳ、ＴＡＣＳ、ＥＴＡＣＳ、ＲＣ２０００、ＮＭＴ　４５０、ＥＳＭＲ
、ＣＴ－２、ＷＡＣＳ、ＮＭＴ　９００、又は他の同様のワイヤレス・システムを含む、
移動局・ツー・セル通信（ｍｏｂｉｌｅ　ｔｏ　ｃｅｌｌ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
ｓ）用の制御チャネルを実装する別のセルラ・システムと互換であることもできることは
わかるであろう。
【０１７８】
ＣＭＲシステム８は、セル１２のようなセルの配列を含み、それぞれ、モニタ３２とセル
ラ通信装置３４により形成される一組の報告システム２９は、通常、セル内に位置される
ことはわかるであろう。セル１２内の各データ・ソース３０に対して、モニタ３２及びセ
ルラ通信装置３４は、信号経路３１及び３３の長さを最小にするため、望ましくは、デー
タ・ソース３０の近くに位置される。報告装置の経済的な設置を容易にするため、モニタ
３２及びセルラ通信装置３４は、同じハウジング内で結合することができ、このハウジン
グは、データ・ソース３０に隣接して、又は、データ・ソース３０に統合された部分とし
て設置できる。データ・ソース３０の近くに設置するため、信号経路３１及び信号経路３
３は、望ましくは、接続装置間で実配線（ｈａｒｄ－ｗｉｒｅｄ）接続を形成する。しか
しながら、信号経路３１及び３３は、赤外線通信リンク又はワイヤレス通信リンクのいず
れかとしても実装できることはわかるであろう。
【０１７９】
単一のセルラ通信装置３４は、中央サイトに位置される関連データ・ソース３０から収集
された選択データの送信を可能にするため、複数のモニタ３２と接続できることはわかる
であろう。例えば、単一のセルラ通信装置３４は、オフィス・ビル内又は沿っての中央位
置に据え付けられ、複数のモニタ３２は、付随データ・ソース３０からデータを獲得する
のを可能にするため、ビル内にわたって分散される。
【０１８０】
データ収集システム４０は、ＭＳＣ２４の近く又は結合部分として位置されることができ
、この場合、第一通信リンク４２は、望ましくは、装置間の実配線接続を形成する。しか
しながら、データ収集システム４０は、リモート・サイトにも位置されうる。このリモー
ト設置のためには、第一通信リンク４２は、マイクロ波システムのようなワイヤレス通信
システム又は、従来の電話施設のような専用データ線として実装されうる。特定タイプの
データの収集をスポンサーしているパーティの便宜のため、データ処理システム４６は、
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通常、スポンサーしているパーティの近くにある別のリモート・サイトに通常位置される
。
【０１８１】
図２は、データ・メッセージ・システム１０によって通信されるデータ・メッセージに対
するフォーマットを示すテーブルである。図１及び図２を参照すると、データ・メッセー
ジに対するデータ・レコード５０は、リモート・データ・ソース３０から獲得された選択
データに対するデータフィールド５４と、データ・メッセージの送信を始めたセルラ通信
装置３４を一意的に識別する予め決まられた識別特性に対するデータ・フィールド５２の
両方を含む。ＣＭＲシステム８の既存アーキテクチャを活用するため、データ・メッセー
ジに対するフォーマットは、望ましくは、ＣＭＲシステム８のようなＣＭＲシステムに自
己識別するとき、セルラ無線電話によって送信される識別信号に対するメッセージ・フォ
ーマット（又はデータ・レコード）と一致する。
【０１８２】
レジストレーション信号に付随するデータ・メッセージ・フォーマットを使うことによっ
て、セルラ通信装置３４は、有効な移動電話番号及びＥＳＮを含んでいるように見えるデ
ータ・メッセージを送ることによってＭＳＣ２４に「登録」する。セルラ通信装置３４に
対して、従来の音声ベースのセルラ電話呼をかけることは意図されてはいないが、セルラ
通信装置３４は、それにもかかわらず、ＭＳＣ２４との動作のため登録することで、フィ
ールドから選択データの通信を可能にする。
【０１８３】
図２のデータ・レコード５０に示されるように、レジストレーション信号に対する標準メ
ッセージ・フォーマットは、特定の送信セルラ通信装置３４の識別及び選択データの通信
を可能とするため、データ・メッセージによって適用された。具体的には、予め決められ
た識別特性に対するデータ・フィールド５２は、移動電話番号、又は、セルラ通信装置３
４に割当てられたＭＩＮの少なくとも一部に対応する。従って、予め決められた識別特性
は、通常は識別信号内のＭＩＮに予約されたデータ・フィールド内で置き換えられる。こ
の予め決められた識別特性は、割り当てられていない移動電話番号の組に属することがで
きる。または、各セルラ通信装置３４に割り当てられた予め決められた識別特性は、従来
の電話番号又は１０桁の組であってもよい。予め決められた識別特性は、リモート・デー
タ・ソース３０に付随するセルラ通信装置３４を一意的に識別することによって、データ
のソースの識別を可能にする。また、予め決められた識別特性は、この予め決められた識
別特性を含むデータ・メッセージがデータ収集システム４０に関連することを認識するた
めにＭＳＣ２４によって使われる情報も提供する。
【０１８４】
更に、リモート・データに対するデータ・メッセージ内のデータ・フィールド５４は、Ｅ
ＳＮに対する識別信号のデータ・レコード内のロケーションに対応する。当業者にはわか
るように、ＥＳＮは、３２ビット長で、８ビットの製造者コード（ｍａｎｕｆａｃｔｕｒ
ｅｒ　ｃｏｄｅ）を含む。製造者コード・セグメントに基づいてＥＳＮを見たり、調べた
りしないセルラ・システムにおいては、通常はＥＳＮで埋められるデータ・フィールドを
操作して、３２ビットの選択データを含むデータ・フィールド５４を有するデータ・メッ
セージを提供することができる。しかしながら、セルラ・システムがＥＳＮの製造者コー
ド・セグメントを使う場合は、データ・フィールド５４内の選択データは、ＥＳＮの残り
の２４ビットによって規定される長さから構成される。ほとんどのアプリケーションでは
、２４ビットの選択データ（及び、必要であれば、従来のＥＳＮに対する製造者コード・
セグメントの８ビット）を有するデータ・メッセージで、関連したデータを提供するには
充分であるので、ＥＳＮの製造者コード・セグメントを操作する必要はない。
【０１８５】
従来のレジストレーション信号の一定の予め決められたデータ・フィールドを適用するこ
とは、データ・メッセージ内の選択データをＭＳＣ２４へ転送する望ましい方法であるが
、別のメッセージ・プロトコルも、所望の情報をセルラ通信装置３４からＭＳＣ２４へ制
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御チャネル３８を介して送るのに使える。特に、ＥＩＡ／ＴＩＡ－５５３は、上記記載の
予め決められた識別特性及び選択データに対するデータ・フィールドを含めるために適用
できる拡張（ｅｘｔｅｎｄｅｄ）プロトコル・メッセージを定義している。このタイプの
メッセージ転送に対して、データ・メッセージは、ＥＩＡ／ＴＩＡ－５５３に従って拡張
プロトコル・メッセージを表すようフォーマットされている。この拡張プロトコルは、Ｍ
ＳＣと移動セルラ装置との間のインターフェースのシグナリング能力を拡張し、現在及び
未来のセルラ・システムに対して新しい機能及び動作能力を与える。
【０１８６】
ＥＩＡ／ＴＩＡ－５５３に規定されているように、ＲＥＣＣに対する拡張プロトコル・メ
ッセージは、メッセージ・ヘッダ及び、少なくとも一つのメッセージ・データ・ワード（
Ｎメッセージ・データ・ワードまで）を含む。メッセージ・ヘッダは、二つのワード、ヘ
ッダ・ワードＡ及びヘッダ・ワードＢとからなる。ヘッダ・ワードＡは、以下のフィール
ドを有するフォーマットを持つ：ヘッダの開始を示すフィールドＦ１（２進値１１にセッ
トされた２ビット）；予約フィールドＲＳＶＤ（２進値００にセットされた２ビット）；
メッセージ・クラス・フィールドＴ（２進値１にセットされた１ビット）；システムにア
クセスする時にセルラ装置がそのシリアル・ナンバーを送るべきかどうかを示すＳフィー
ルド（２進値０にセットされた１ビット）；セルラ装置がＭＩＮ１及びＭＩＮ２を送るべ
きかどうかを示すＥフィールド（２進値１にセットされた１ビット）；拡張プロトコル表
示ＥＲフィールド（１ビット）；ＳＣＭフィールド（４ビット）；ＭＩＮフィールド（２
４ビット）；及び巡回冗長（ｃｙｃｌｉｃ　ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ）コードＰ（１２ビッ
ト）。ヘッダ・ワードＢは、以下のフィールドを有する：第２ヘッダ・ワードの開始を示
すフィールドＦ２（２進値１０にセットされた２ビット）；予約フィールドＲＳＶＤ（２
進値００にセットされた２ビット）；メッセージ長表示ＭＳＬフィールド（５ビット）；
メッセージ・タイプ表示ＭＳＴフィールド（８ビット）；セルラ装置による次のアクセス
が最後のアクセスの試みであるかどうかを示すＬＴフィールド（１ビット）；拡張プロト
コル機能表示ＥＰフィールド（２進値１にセットされた１ビット）；予約フィールドＲＳ
ＶＤ（２進値０．．．０にセットされた７ビット）；ＭＩＮ２フィールド（１０ビット）
；及び巡回冗長コードＰ（１２ビット）。メッセージ・データ・ワードは、以下のフィー
ルドを含む：最初からＮ－１までのメッセージ・データ・ワードを意味するフィールドＦ
３（２進値０１にセットされた２ビット）又は最後のメッセージ・データ・ワードを意味
するフィールドＦ４（２進値００にセットされた２ビット）；及び巡回冗長コードＰ（１
２ビット）。
【０１８７】
移動スイッチング・センターは、通常、拡張プロトコル・メッセージに対して予め決めら
れた動作を行うように、又は、拡張プロトコル・メッセージの受取りに応答して所定のア
クションを実装するようにプログラムされるか、さもなければ、適用される。このタイプ
のメッセージ・プロトコルを活用するため、ＭＳＣ２４は、望ましくは、データ収集シス
テム４０へ拡張プロトコル・メッセージとしてフォーマットされた各データ・メッセージ
を転送するようにプログラムされる。この拡張プロトコル・メッセージの通信は、ＭＳＣ
２４又はデータ収集システム４０を、ＩＳ－４１互換通信システムとして実装することを
要求するものではない。したがって、この実施例における第一通信リンク４２は、ＩＳ－
４１互換通信網としてでなく、専用線リンク又はワイヤレス通信リンクとして実装できる
。
【０１８８】
図３は、報告システム２９の構成要素、すなわち、モニタ３２とセルラ通信装置３４を説
明するブロック図である。図１及び図３の参照すると、モニタ３２は、レコーダ６０、メ
モリ６２、及び一以上のセンサ６４を含む。レコーダ６０は、データ・ソース３０に信号
経路３１を介して接続され、データ・ソース３０の所定の動作又は運転特性を検知するた
めに、センサ６４を使う。検知された特性は、望ましくは、メモリ格納装置６２内に格納
される選択データを表す。メモリ６２は、望ましくは、ランダム・アクセス・メモリ（Ｒ
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ＡＭ）である。しかし、メモリ６２は、コンピュータのハード・ディスク装置又は光ディ
スク装置を含めた他のタイプの大容量データ格納装置で実装することもできることは分か
るであろう。
【０１８９】
信号経路３１は、選択データをレコーダ６０へ転送する一以上の信号チャネルを表すこと
、及び、レコーダ６０は、単一又は複数チャネル・レコード装置のいずれとしても実装で
きることは分かるであろう。各信号チャネルは、通常は、データ・ソース３０に対する異
なる動作又は運転特性に付随する。
【０１９０】
所定のアプリケーションにおいて、レコーダ６０は、データ・ソース３０からの選択デー
タを予め決められた時間期間の間、記録する。レコーダ６０に接続されたクロック６６は
、タイミング・データをレコーダ６０に与え、それにより、レコーダ６０が選択データに
時間タグを追加できる。時間タグは、記録動作の各予め決められた時間期間のスタートに
対する相対時間を示す。予め決められた時間期間が既知の値であるとすると、時間タグ・
データの追加により、各データ報告動作に対する開始及び終了時間の計算ができるように
なる。データ収集時間の選択データとの相関関係は、所定の処理動作にとっては望ましい
。クロック６６は、ハードウェア装置として供給される従来のカウンタとして、又は、マ
イクロプロセッサによって実行されるソフトウェア・ルーチンとして実装できる。
【０１９１】
セルラ通信装置３４は、少なくともデータ受信機７０、セルラ送信機７２、及びコントロ
ーラ７４を含む。データ受信機７０は、レコーダ６０に信号経路３３を介して接続され、
データ・ソース３０からモニタ３２によって得られた選択データを受信する。コントロー
ラ７４は、データ受信機７０及びセルラ送信機７２に接続され、データ受信機７０及びセ
ルラ送信機７２のそれぞれの動作を制御する。コントローラ７４は、望ましくは、当該技
術分野で知られた方法で制御動作を行うようにプログラムできるマイクロプロセッサ・ベ
ースの制御システムである。
【０１９２】
選択データに応答して、コントローラ７４は、セルラ送信機７２に付随する予め決められ
た識別特性及びデータ・ソース３０から収集された選択データを含むデータ・パケットを
準備する。セルラ送信機７２は、対応するデータ・メッセージをＣＭＲシステム８の制御
チャネル３８を介して送信することによってデータ・パケットに応答する。特に、セルラ
送信機７２は、制御チャネル３８のＲＥＣＣを使って、データ・メッセージをＭＳＣ２４
へ送る。セルラ送信機７２は、無線電話機に対する従来の送信機として実装できるが、望
ましいセルラ送信機７２は、ＣＭＲシステム８のデータ無線チャネルだけをデータ・メッ
セージの送信に使う。
【０１９３】
セルラ通信装置３４は、更に、双方向（ｂｉ－ｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｌ）データ経路を介
してコントローラ７４に接続されるメモリ格納装置７６を含む。データ受信機７０によっ
て受信された選択データは、データ・メッセージをセルラ送信機７２によって送信する前
にメモリ格納装置７６に格納することができる。メモリ格納装置７６はメモリ格納装置６
２から分離したメモリとして示されているが、メモリ格納装置６２及び７６は、レコーダ
６０とコントローラ７４の両方からアクセスできる単一のメモリとして実装することがで
きる。
【０１９４】
ＭＳＣ２４から通信を制御チャネル３８を介して受信するため、セルラ通信装置３４は、
また、セルラ受信機７８を含む。セルラ受信機７８は、コントローラ７４に接続され、従
来の無線電話用のセルラ受信機として実装することができる。しかしながら、セルラ送信
機７２と同様に、望ましいセルラ受信機７８は、ＣＭＲシステムの音声無線チャネルでは
なく、主にデータ無線チャネルを介して、情報を受信するよう動作する。
【０１９５】
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セルラ・ネットワーク・制御チャネルのＦＯＣＣは、セルラ・ネットワーク制御チャネル
のＲＥＣＣの状態を示すため、ビジー・アイドル・ビットのストリームを運ぶことはよく
知られている。ＲＥＣＣは、ビジー・アイドル・ビットが２進数の値１にセットされてい
れば、ビジーである。セル１２内の一以上のセルラ通信装置３４による送信が制御チャネ
ル３８上の通常制御信号トラヒックに与える影響を最小限にするために、セルラ送信機７
２は、望ましくは、チャネルが利用可能又は利用可能と思われる期間の間に、データ・メ
ッセージを送信する。したがって、セルラ受信機７８は、監視されているセルに対するＲ
ＥＣＣ上の活動量を判定するため、制御チャネル３８のＦＯＣＣを監視する。予め決めら
れた時間期間の間、ＦＯＣＣを監視し、２進数の値１にセットされたビジー・アイドル・
ビットの数をカウントすることにより、セルラ通信装置３４は、その時間期間の間の制御
チャネル活動のレベルを決定できる。制御チャネル活動のレベルが、制御チャネル上の軽
い活動又は活動なしに付随する所定のしきい値以下に落ちると、コントローラ７４は、デ
ータ・パケットをセルラ送信機７２へ供給する。これに応えて、セルラ送信機７２は、制
御チャネル３８のＲＥＣＣを介したＭＳＣ２４へのデータ・メッセージ送信を始める。
【０１９６】
すなわち、セルラ通信装置３４は、望ましくは、連続した予め決められた時間期間の間、
制御チャネル３８のＦＯＣＣによって運ばれるビジー・アイドル・ビットを監視する。セ
ルラ通信装置３４は、（１）各監視時間期間当たりの２進数の値１にセットされたビジー
・アイドル・ビットの「最高」カウントの実行時（ｒｕｎｎｉｎｇ）平均、及び、（２）
監視時間期間当たりの２進数の値１にセットされたビジー・アイドル・ビットの最後の「
ｎ」カウントを、計算し格納する。実行時平均を計算するため、新しく獲得された２進数
の値１にセットされたビジー・アイドル・ビットの時間期間あたりのカウントは、直前の
間隔でのカウントが、格納された平均より一標準偏差低い値より高い場合、格納された２
進数の値１にセットされたビジー・アイドル・ビットの平均と平均がとられる。データ・
メッセージを制御チャネル３８を介して送信する前に、セルラ通信装置３４は、格納され
た時間期間あたりの２進数の値１にセットされたビジー・アイドル・ビットの最後の「ｎ
」カウントを平均し、その計算された「ｎ」平均を格納された実行時平均と平均をとる。
計算された「ｎ」平均が、格納された実行時平均以下に落ちた場合、セルラ通信装置３４
はデータ・メッセージを出力する。しかしながら、計算された「ｎ」平均が格納された実
行時平均を超える場合は、セルラ通信装置３４は、送信を遅らせる。制御チャネル上の瞬
間的な活動状況に応答する従来の無線電話機と対照的に、上述した送信キューイング（ｑ
ｕｅｕｉｎｇ）・プロセスは、ビジー・アイドル・ビットのストリームの決定論的分析に
基づいた発見的（ｈｅｕｒｉｓｔｉｃ）方法であることがわかるであろう。
【０１９７】
このようにして、セルラ送信機７８は、制御チャネルがセルラ通信装置３４によって支障
なく利用可能である時だけ、データ・メッセージを送信する。このデータ・キューイング
形式により、セル１２内の数多くのセルラ通信装置３４の動作がセル内の動作無線電話を
伴う通常の電話通話を妨げる可能性を最小限にできる。しかし、セルラ送信機７８は、制
御チャネル３８の利用可能性をまずチェックせずに、データ・メッセージを送信できるこ
ともわかるであろう。
【０１９８】
または、セルラ通信装置３４は、制御信号トラヒックが通常、最低レベルにある、深夜と
午前６時の間の早朝時間のような、所定の時間間隔の間、データ・メッセージを送信する
ようにプログラムすることができる。このタイプの自動送信動作を可能とするため、セル
ラ通信装置３４は、コントローラ７４に接続されたクロック８２を含む。クロック８２は
、時間間隔の満了に応答して、クロック信号を出力する。クロック信号に応答して、コン
トローラ７４は、データ・メッセージ送信をセルラ送信機７２によって始める。このよう
にして、選択データは、既知の時間間隔の間、セル１２内の報告装置の一つから中央ロケ
ーションへ送信される。
【０１９９】
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クロック８２は、望ましくは、制御チャネル３８の使用が減少レベルにある時間期間の間
、クロック信号を出力し、これにより、セルラ通信装置３４がＣＭＲシステム８の通常通
信動作を妨げる可能性を最小限にする。特に、時間間隔は、望ましくは、セル１２内の種
々のセルラ通信装置３４によるデータ・メッセージ送信が、セル内で動作する無線電話と
の間で送受信する音声呼処理メッセージと非干渉ベース行えることを確実にするため、Ｃ
ＭＲシステム８上の従来の電話通話トラヒックに対する減少活動期間の先行知識を利用し
て選択される。クロック８２は、ハードウェア・カウンタとして、又は、コントローラ７
４によって実行されるプログラム命令によって実装されるソフトウェア・カウンタとして
実装することができる。
【０２００】
セルラ通信装置３４によるデータ送信は、また、モニタ３２による信号経路３３を介した
ステータス信号出力に応答しても始められる。このステータス信号は、セルラ通信装置３
４に、格納された選択データを制御チャネル３８のＲＥＣＣを介して送信させる。モニタ
３２は、通常、データ記録イベントの終了に応答して、ステータス信号を出力する。例え
ば、典型的な自動販売機施設のアプリケーションでは、モニタ３２は、メインテナンス・
サービス要求の検出のようなアラーム・イベントに応答して、ステータス信号を出力でき
る。または、ユーティリティ負荷管理アプリケーションにおいては、モニタ３２は、ユー
ティリティの負荷制御装置の不正操作のおそれの検出に応答して、ステータス信号を出力
できる。当業者は、ステータス信号の生成はイベント駆動であり、データ・メッセージ・
システム１０に対するアプリケーションがこれらのイベントを決定することは、わかるで
あろう。
【０２０１】
セルラ通信装置３４によってデータ・メッセージ送信を始めるため、クロック信号又はス
テータス信号を出力するプロセスは、所定の既知無線電話機によって行われる自律登録動
作と類似していることがわかるであろう。自律登録においては、無線電話は、自動的に、
それ自身の登録動作を始めることによって、セルラ・システムに自己識別する。同様に、
説明された実施例においては、セルラ通信装置３４は、無線電話機の登録信号用のデータ
・レコードを表すメッセージ・フォーマットを有するデータ・メッセージを送ることによ
ってクロック信号又はステータス信号に応答する。次いで、ＭＳＣ２４は、データ・メッ
セージを制御チャネル３８を介して受信し、その後、あたかも従来の無線電話機によって
送信された登録信号のようにデータ・メッセージに作用する。
【０２０２】
クロック８２に対する時間間隔は、望ましくは、データ・メッセージ送信からのいかなる
干渉も最小限にするように選択されるが、クロック８２がセルラ送信機７２による送信を
開始するためクロック信号を出力する時、セルラ・ネットワーク制御チャネル３８がビジ
ーである可能性もある。この起こりうる干渉問題を最小限にするため、データ・メッセー
ジ送信は、セルラ通信装置３４が予め決められた時間期間の間に対する所定のしきい値未
満となる制御チャネル３８上の活動レベルを検出するまで、遅延される。これは、通常で
あればクロック信号に直接応答して生じるデータ・メッセージ送信を遅らせるが、この遅
延により、セルラ通信装置３４は制御チャネル３８がビジーでない間隔の間、データ・メ
ッセージを送信することが可能になる。
【０２０３】
この実施例においては、コントローラ７４は、ＦＯＣＣによって運ばれ、セルラ受信機７
８を介して受信される２進数の値１にセットされたビジー・アイドル・ビットを検出し、
実行時平均と「ｎ」平均の両方を計算することによって、クロック８２によって出力され
るクロック信号に応答する。この実行時平均は、メモリ格納装置７６内に格納される。コ
ントローラ７４は、計算された「ｎ」平均が格納された実行時平均以下に落ちたときのみ
、選択データを含むデータ・パケットをセルラ送信機７２へ供給する。データ・メッセー
ジの送信をキューイングするこのプロセスは、通常、データ・メッセージ送信を開始する
前に、メモリ７６内の選択データの格納を必要とすることはわかるであろう。
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【０２０４】
制御チャネル３８のようなセルラ・ネットワーク制御チャネルは、ＭＳＣ２４とセル１２
内で動作している無線電話装置との間の二方向通信経路であることは、よく知られている
。従って、受信機７８は、通信をＭＳＣ２４から制御チャネル３８のＦＯＣＣを介して受
信するのにも有用である。特に、ＭＳＣ２４は、セル１２内の一以上のセルラ通信装置３
４の所定の動作を始めさせるため、又は、所定の機能を制御するため、コマンド信号を制
御チャネル３８を介して出力できる。セルラ通信装置３４は、望ましくは、コマンド信号
に付随する、特定の動作を行うこと、又は、所定の機能を制御することによって、コマン
ド信号に応答するようプログラムされる。
【０２０５】
コマンド信号は、通常、アドレス・データを含み、各セルラ通信装置３４は、その予め決
められたアドレス・データを含むコマンド信号のみに応答する。これにより、ＭＳＣ２４
は、一以上の所定の選択された通信装置３４と通信できるようになる。アドレッシング動
作を適切に使用することにより、ＭＳＣ２４は、セル１２内の装置３４の全体グループか
ら選択されるセルラ通信装置３４のサブセットの動作又は機能を遠隔的に制御することが
できるようになる。
【０２０６】
コマンド信号のアドレス・データは、望ましくは、従来の電話番号を表す１０桁の数であ
る。この電話番号の少なくとも一部は、対応するセルラ通信装置３４に割り当てられる。
（もし、利用可能であれば）１０桁電話番号の残りの部分は、特定の動作又は機能に対す
るコマンドを表すことができる。このようにして、セルラ通信装置３４は、そのアドレス
・データを含むコマンド信号にのみ応答し、アドレス・データによって識別される特定の
動作又は機能を行うようにプログラムすることができる。
【０２０７】
コマンド信号をセルラ通信装置３４へ送信することにより、ＭＳＣ２４は、セルラ通信装
置３４の種々の動作を遠隔的に制御でき、又は、装置３４の種々のプログラム可能な動作
パラメータを遠隔的に定義できる。選択されたコマンド信号に応答し、セルラ通信装置３
４は、データ・メッセージをＭＳＣ２４に送信することによって、ＭＳＣ２４に「登録」
する。このコマンド信号は、ＡＴ＆ＴのＡｕｔｏｐｌｅｘ　ＳｙｓｔｅｍのようなＣＭＲ
システムによって生成される従来の位置決め要求（Ｌｏｃａｔｅ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）信号
と類似しており、選択された無線電話機の登録を要求する。このコマンド信号の使用によ
り、選択されたセルラ通信装置３４は、所望の選択データを含むデータ・メッセージの送
信を始めるため、ＭＳＣ２４によっていつでもポーリングされ得る。
【０２０８】
別のコマンド信号に応答して、クロック８２に対する時間間隔は、変更され、さもなけれ
ば、代替時間間隔と置き換えられる。セルラ通信装置３４は、更に別のコマンド信号に応
答して、モニタ３２にデータ・ソース３０からのデータの記録を開始するよう指示するこ
ともできる。すなわち、コントローラ７４は、セルラ受信機７８によるコマンド信号の検
出に応答し、データ報告動作を促すため、指示信号をレコーダ６０へ出力する。
【０２０９】
図４は、リモート・データ・ソースから収集されたデータをセルラ制御チャネルを介して
通信する方法の好適ステップを示している。前述したデータ収集システム１０の構成要素
の一般的な動作に留意しつつ、図１及び図４を参照すると、この方法は、スタート・ブロ
ック２００からスタートする。ステップ２０２において、一以上のリモート・データ・ソ
ース３０の動作が、通常は、予め決められた期間の間、監視される。ステップ２０４にお
いて、リモート・データ・ソース３０の動作又は運転特性に向けられた選択されたデータ
が収集され、格納される。選択データ及び予め決められた識別特性を含むデータ・パケッ
トが、ステップ２０６にて準備される。ステップ２０８において、データ・パケットに対
応するデータ・メッセージがＭＳＣ２４へＣＭＲシステム８の制御チャネル３８を介して
送信される。上述のステップは、望ましくは、モニタ３２とセルラ通信装置３４とから形
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成される報告システム２９によって実行される一以上のソフトウェア・ルーチンによって
実装される。
【０２１０】
プログラムは、次に、ブロックＡ（図５）に分岐する。このプログラム分岐のイネーブル
の間、ＭＳＣ２４は、入来登録信号がローマーによって送信されたのか、又はホーム・ユ
ニットによって送信されたのかについて、登録信号（この場合、データ・メッセージ）に
含まれる情報に基づいて決定する。
【０２１１】
図５は、データ・メッセージがローマによって送信されたのか、又は、ホーム・ユニット
によって送信されたのかどうかについて、及び、その結果、ＭＳＣ２４によってとられる
アクションを最初の決定に基づいて決定するために、ＭＳＣ２４によってとられる好適ス
テップを示す。図１及び図５を参照にすると、ＭＳＣ２４によって行われるデータベース
動作は、分岐Ａのステップ２１０で始まる。ステップ２１０において、データ・メッセー
ジのような登録信号は、制御チャネル３８を介してＭＳＣ２４で受信される。判断ブロッ
ク２１４において、受信されたＭＩＮが、ＭＳＣ２４のデータベース内にエントリを有す
るホーム・ユニットに付随するＭＩＮである場合、「ＹＥＳ」分岐に従って、ブロック２
１６へ進む。ブロック２１６において、ホーム・ユニットはＭＳＣ２４に登録する。セル
１２内で動作する従来の無線電話のうちの少なくとも一部は、ＣＭＲシステム８によって
提供されるセルラ・サービスへの加入者を表すことは非常にありそうなことであり、従っ
て、それらの無線電話は、ホーム・ユニットとして識別される。一方、セル１２内で動作
しているセルラ通信装置３４による送信は、望ましくは、データ収集システム４０のよう
な外部又はリモートＣＭＲシステムに付随するローマーからの送信として見えるように設
計される。
【０２１２】
受信されたＭＩＮがホームＭＩＮでない場合は、「ＮＯ」分岐に従ってステップ２１８へ
進み、そこで、ＭＳＣ２４は、登録信号のソースがローマーであることを決定する。すな
わち、データ・メッセージに対して、ＭＳＣ２４は、ＭＩＮに対応するデータ・フィール
ド内に置かれた予め決められた識別特性に従ってこの決定を行う。予め決められた識別特
性の少なくとも一部は、データ収集システム４０を、セルラ通信装置３４に対する「ホー
ム」・サービス提供者として識別する。従って、ＭＳＣ２４は、データ・メッセージが外
部ＣＭＲシステム、具体的には、データ収集システム４０に付随するローマーによって送
信されたことを決定する。
【０２１３】
判断ブロック２２０において、ＣＭＲシステム８への以前の登録の結果として、ローマー
のＭＩＮがデータベース内に存在するかどうかについて決定するため、ＭＳＣ２４によっ
て維持されるデータベースがチェックされる。以下により詳細に説明されるように、ＭＳ
Ｃ２４は、データ・メッセージが、セルラ・システム８に付随する従来の無線電話機によ
ってではなく、セルラ通信装置３４によって送信されたので、通常、このデータベース内
のデータ・メッセージの予め決められた識別特性を位置決めしない。この問合わせが否定
的な場合は、「ＮＯ」分岐に従って、ブロック２２２へ進む。ブロック２２２において、
ＭＳＣ２４は、所定の識別情報をローマーに付随する外部ＣＭＲシステムへ転送する。デ
ータ・メッセージに対して、ＭＳＣ２４は、予め決められた識別特性及び選択データを含
むデータ・メッセージを第一通信リンク４２を介してデータ収集システム４０へ送信する
。このポイントにおいて、データ収集システム４０は、データ・メッセージが所望の選択
データを含むことを認識し、通常、選択データの後の使用を容易にするため、選択データ
をメモリ格納装置４４内に格納する。
【０２１４】
ローマーのＭＩＮがＭＳＣ２４のデータベースに含まれている場合は、「ＹＥＳ」分岐に
従うことで、ステップ２２２及び２２４は飛ばされて、判断ブロック２２８へ進む。
【０２１５】
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ローマー、すなわち、セルラ通信装置３４に関する情報は、その後、ステップ２２４の間
に、データ収集システム４０によって送信された確認メッセージに応答して、少なくとも
一時的には、ＭＳＣ２４でデータベースに追加される。しかしながら、ステップ２２８に
おいては、ＭＳＣ２４がＭＳＣデータベースからのローマー情報の削除を要求する指示を
、データ収集システム４０から受信したかどうかを決定するため、問合わせが行われる。
応答が肯定的な場合は、「ＹＥＳ」分岐に従って、ステップ２３０に進み、ＭＳＣ２４は
、データベースからエントリを削除する。このようにして、データベースは、ＭＳＣ２４
の動作にもはや関係しない情報によって散らかされることはない。一方、応答が否定的な
場合は、「ＮＯ」分岐に従って、ステップ２２８に戻る。
【０２１６】
図５に示されたステップは、望ましくは、ＭＳＣ２４上に置かれ、ＭＳＣ２４によって実
行される一以上のソフトウェア・ルーチンによって実装される。このプロセスをコード化
し、必要なソフトウェア・ルーチンを生成するのに必要なソフトウェア開発技法は、当業
者には既知である。
【０２１７】
図６は、セルラ・システムのセルラ・ネットワーク制御チャネルが使用に支障がない場合
に、制御チャネルを介したデータ・メッセージの送信を開始する方法のステップを示すフ
ローチャート図である。図１及び図６を参照すると、この方法は、ステップ・ブロック２
４０からスタートする。ステップ２４２において、所定の時間間隔が満了したかどうかに
ついて問合わせが行われる。時間期間が満了していない場合は、「ＮＯ」分岐に従って、
スタート・ブロックへ戻る。一方、時間期間が満了した場合は、「ＹＥＳ」分岐に従って
、ブロック２４４へ進む。ブロック２４４において、所定の時間間隔の満了時に、クロッ
ク信号が出力される。予め決められた識別特性及び選択データを含むデータ・メッセージ
の送信を可能とするため、データ・パケットが、ステップ２４６において準備される。こ
のポイントにおいて、セルラ通信装置３４は、セルラ・ネットワーク制御チャネルのデー
タ・チャネルが非干渉ベースで利用可能であれば、データ・メッセージを送信する準備が
整う。
【０２１８】
ステップ２４８において、セルラ通信装置３４は、制御チャネル３８のＦＯＣＣによって
運ばれるビジー・アイドル・ビットのストリームを監視し、その後、時間間隔あたりの２
進数の値１を有する最後の「ｎ」ビジー・アイドル・ビットに対する平均を計算する。判
断ブロック２５０において、計算された「ｎ」平均が格納された時間間隔あたりの２進数
の値１を有するビジー・アイドル・ビットの最大カウントの実行時平均未満であるかどう
かについて決定するため、問合わせが行われる。この問合わせに対する応答が否定的な場
合は、制御チャネル３８は、ビジーで、これにより、データ・メッセージの送信は、「Ｎ
Ｏ」分岐に従って、ステップ２４８に進むことによって、遅らされ、ビジー・アイドル・
ビットを監視し、平均を計算するシークエンスが続けられる。一方、応答が肯定的な場合
は、「ＹＥＳ」分岐に従って、ステップ２５２に進み、データ・メッセージが制御チャネ
ル３８のＲＥＣＣを介してＭＳＣ２４へ送信される。
【０２１９】
図６に示されたステップは、望ましくは、セルラ通信装置３４上に置かれ、セルラ通信装
置３４によって実行される一以上のソフトウェア・ルーチンによって実装される。このプ
ロセスをコード化し、必要なソフトウェア・ルーチンを生成するのに必要なソフトウェア
開発技法は、当業者には既知である。
【０２２０】
本発明の他の実施例を示す図７を参照すると、ページング受取通知システム１０’は、ペ
ージング・メッセージの受取りに応答して受取通知メッセージを通信するＣＭＲシステム
８’の環境内で動作する。これにより、システム１０’によって提供される通信サービス
を使うページング・パーティは、ページされたパーティが実際にページング・メッセージ
を受信したというある形態の受取通知を受信できる。
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【０２２１】
データ収集システム１０と同様に、ページング受取通知システム１０’は、ＣＭＲシステ
ム８のような従来のＣＭＲシステムによって提供される設置済み設備を活用して、受取通
知メッセージを通信するローカル・エリア又はワイド・エリアのいずれかの通信システム
を提供する。受取通知メッセージは、音声ベースの情報ではなく、データに基づく情報を
含むので、システム１０’は、ＣＭＲシステムのセルラ・ネットワーク制御チャネルのみ
を受取通知メッセージを通信するために使う。ＣＭＲシステムの貴重な音声チャネルのい
かなる使用をも避けることによって、システム１０’は、セルラ無線電話のユーザによる
従来の電話通話用の音声チャネルの使用を節約する。これにより、システム１０’は、従
来の音声ベース・アプリケーション、すなわち、電話通話へのあらゆる干渉を最小限にし
つつ、ＣＭＲシステムにおける既存又は適用された設備によって提供される手に入る資源
の拡大使用を可能にする。
【０２２２】
図７に示されるように、ページング受取通知システムは、少なくとも一つのページング端
末（ｐａｇｉｎｇ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）１５０及びデータ収集システム４０’とからなる
通信システム１４９と、一以上のリモート通信装置１５２と、ＣＭＲシステム８’に付随
する少なくとも一つのＭＳＣ２４’とを含む。一般に、通信システム１４９は、ページン
グ・パーティからのページング・メッセージに、ページング・メッセージに対応するデー
タ・メッセージを準備することによって応答する。通信システム１４９によってデータ・
メッセージに割り当てられた特定の受取通知コードは、データ・メッセージが一以上の通
信装置１５２によって適切に受取通知されたかどうかについての後の決定をサポートする
ため格納される。通信システム１４９は、その後、データ・メッセージを通信経路１５６
を介して、選択されたリモート通信装置１５２へ送信する。
【０２２３】
選択されたリモート通信ユニット１５２は、データ・メッセージを受信し、その後、デー
タ・メッセージから取られた受取通知コードを含む受取通知メッセージを準備する。そし
て、選択されたリモート通信装置１５２は、受取通知メッセージをＭＳＣ２４’へセルラ
・ネットワーク制御チャネル３８を介して送信する。ＭＳＣ２４’は、受取通知メッセー
ジのソースが通信システム１４９に関連することを認識し、受取通知メッセージを第一通
信リンク４２’を介して通信システム１４９へ転送する。通信システム１４９は、受取通
知メッセージを処理し、受取通知メッセージがデータ・メッセージの特定のものに対応す
るかどうかを決定する。この決定は、受取通知メッセージ内の受取通知コードをデータ・
メッセージに付随する格納された受取通知コードと比較することによって行われる。マッ
チした場合、受取通知は、後の使用のため格納することもでき、又は、ページング・パー
ティへ提供することもできる。
【０２２４】
図７を続けて参照し、より詳細にページング受取通知システム１０’の動作を検討すると
、リモート・サイトの別のパーティにコンタクトすることを希望するパーティは、ページ
ング端末１５０による最終的な送信のために、ページング・メッセージを通信ネットワー
ク１５１を介して転送する。ページング・メッセージに応答して、ページング端末１５０
は、ページング・メッセージに対応するデータ・メッセージを、アンテナ１５４を介して
送信する。ページング端末１５０とアンテナ１５４の組み合わせは、望ましくは、データ
・メッセージを既知の地理的領域にわたってブロードキャストする能力を有するワイヤレ
ス送信システムとして動作する。リモート通信装置１５２は、地理的カバー領域内で動作
し、その特定アドレスを含むデータ・メッセージに応答する。特に、リモート通信装置１
５２は、受取通知メッセージをＣＭＲシステム８’のセルラ・ネットワーク、すなわち、
制御チャネル３８とＭＳＣ２４’を介して送信する。以下に示されるように、受取通知メ
ッセージのＭＳＣ２４’による受信は、データ・メッセージの受信を確認する処理を可能
にする。
【０２２５】
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好適実施例においては、ページング端末１５０は、ページング・メッセージを、望ましく
は公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）のような通信ネットワーク１５１を介して受信する。通信
ネットワーク１５１は、付加価値通信網（ＶＡＮ）（不図示）のようなデータ・ネットワ
ーク又は専用データ線（不図示）を含む、他の既知通信システムとして実装できることは
わかるであろう。ページング端末１５０は、受取通知システムに対する特殊要求を扱うた
めに適用され、対応するデータ・メッセージを準備することによってページング・メッセ
ージに応答する。データ・メッセージは、以下の情報を含む：（１）意図された受信装置
、特に、選択されたリモート通信装置１５２を一意的に識別するアドレス、（２）特定の
データ・メッセージ及び対応するページング・メッセージを一意的に識別する受取通知コ
ード、（３）ページング・メッセージに付随するページング・データ。データ・メッセー
ジのフォーマットは、図８を参照して、以下で、より詳細に説明される。
【０２２６】
ページング・パーティは、通常、選択されたリモート通信装置１５２に対するアドレス及
び選択装置１５２のユーザへの通信のためのページング・データに関連する情報を提供す
る。一方、ページング端末１５０は、データ・メッセージとの使用のための受取通知コー
ドを提供するように適用され、望ましくは、以下に説明するように、受取通知メッセージ
内でリモート通信装置１５２から戻される受取通知コードとの後の比較を可能とするため
、受取通知コードを格納又は保管する。各データ・メッセージには、データ・メッセージ
と特定の受取通知メッセージとの比較をサポートするため、固有の受取通知コードが割り
当てられる。ページング端末１５０は、その後、目的のページ・パーティへのページング
・メッセージの通信を完了させるため、データ・メッセージを送信する。
【０２２７】
ページング・メッセージのローカル・エリア通信においては、ページング端末１５０は、
対応するデータ・メッセージを、通常、ページング端末１５０の地理的カバー領域内で動
作することが知られている選択されたリモート通信装置１５２による直接受信のため、送
信する。しかしながら、リモート通信装置１５２が通常、ページング端末１５０の地理的
カバー領域の外で動作する場合は、端末１５０は、適切な地理的領域内でのデータ・メッ
セージの送信のため、データ・メッセージを別のページング端末へ国内（ｎａｔｉｏｎａ
ｌ）ページング・ネットワーク（不図示）を介して転送する。このような、ワイド・エリ
ア通信ネットワークを形成するための、通信ネットワークによって接続されるページング
端末群の使用の仕方は、ページング産業においてよく知られている。したがって、以下の
システム１０’の動作説明は、データ・メッセージのリモート通信装置１５２へのローカ
ル分配（ｌｏｃａｌ　ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ）に基づいて行う。
【０２２８】
ページング端末１５０は、その地理的カバー領域内で動作するリモート通信装置１５２と
、望ましくは、マイクロ波又は無線周波数（ＲＦ）無線リンクのようなワイヤレス通信シ
ステムとして実装される通信経路１５６を介して通信する。しかしながら、通信経路１５
６は、専用データ線又は従来の電話施設を含む実配線通信システムとしても実装できるこ
とはわかるであろう。好適通信経路１５６に対して、ページング端末１５０は、データ・
メッセージをアンテナ１５４を介して送信する。
【０２２９】
リモート通信装置１５２は、ページング・メッセージに付随するページング・データを装
置１５２のユーザへ提供することによって、その特定アドレスを含むデータ・メッセージ
に応答する。従来のページャと同様のやり方で、好適リモート通信装置１５２は、データ
・メッセージの受信を示すため、警報（ａｌｅｒｔ）をユーザへ出力し、その後、従来の
やり方で、ページング・データをユーザに与える。ページング・システム産業ではよく知
られているように、警報は、視覚的、聴覚的、又は触覚的シグナルであることができ、ペ
ージング・データの提示は、可聴又はテキスト（又はグラフィック）フォーマットで行え
る。
【０２３０】
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リモート通信装置１５２は、更に、ＣＭＲシステム８’を介してデータ・メッセージの受
取通知コードを含む受取通知メッセージを送ることによって、データ・メッセージに応答
する。受取通知コードが、出行（ｏｕｔｇｏｉｎｇ）データ・メッセージ（及び対応する
ページング・メッセージ）と入来受取通知メッセージとの間の後の関係付けを可能にする
ことはわかるであろう。図９に関連して、より詳細に説明されるように、受取通知メッセ
ージは、制御チャネル３８を介した情報の通信を可能とするため、この情報をデータ・タ
イプ・フォーマットで含む。特に、ＣＭＲシステムの既知アーキテクチャを活用するため
、受取通知メッセージは、ＣＭＲシステムに最初に自己識別をする時に従来の無線電話機
によって送信される登録信号として見えるようにフォーマットされる。
【０２３１】
リモート通信装置１５２は、受取通知メッセージを、セルラ通信リンク３６を介してセル
１２内のセル・コントロール１６へ送る。次いで、セル・コントロール１６は、受取通知
メッセージをデータ・リンク２２を介してＭＳＣ２４’へ転送する。制御チャネル３８は
、データ・リンク２２及びセルラ通信リンク３６により形成され、セル１２内の各リモー
ト通信装置１５２とＭＳＣ２４’との間での制御信号の通信を可能にする。
【０２３２】
ＭＳＣ２４’は、受取通知メッセージを制御チャネル３８を介して受信し、受取通知メッ
セージ内に与えられた所定の情報に基づいて、メッセージがローミング無線電話機によっ
て送信されたように見えることを決定する。受取通知メッセージが実際にリモート通信装
置１５２によって送信されたという認識なしに、ＭＳＣ２４’は、あたかもメッセージが
ローマーによって送信されたかのように受取通知メッセージを扱う。これにより、ＭＳＣ
２４’は、第一通信リンク４２’を介して受取通知メッセージをデータ収集システム４０
’へ転送する。次いで、データ収集システム４０’は、受取通知メッセージが受取通知コ
ードを含むことを認識し、出行データ・メッセージに割り当てられた格納された受取通知
コードとの比較のため、コードを通信リンク１７４を介してページング端末１５０へ送る
。マッチが成功すると、特定のページング・メッセージに対応するデータ・メッセージの
受信が確認できる。
【０２３３】
ページング受取通知システム１０’の動作の詳細を更に検討する前に、データ・メッセー
ジ及び受取通知メッセージに対するデータ構造を検討することは有用であろう。図８は、
ページング・メッセージに応答してページング端末１５０によって送信されるデータ・メ
ッセージのフォーマットを示すテーブルである。図７及び図８を参照すると、データ・メ
ッセージに対するデータ・レコード１６０は、特定のリモート通信装置１５２を一意的に
識別するアドレス・データと、データ・メッセージ及び対応するページング・メッセージ
を一意的に識別する受取通知コードと、選択されたリモート通信装置を操作する加入者へ
の通信に意図されたページング・データとを含む。標準ページング・システムと同様に、
フィールド１６２内のアドレス・データは、望ましくは、選択されたリモート通信ユニッ
ト１５２に割り当てられた、特定のＣＡＰコード又は個人識別番号（ＰＩＮ）に関連付け
られる。アドレス・データ、受取通知コード、及びページング・データは、それぞれ、ア
ドレス・データ・フィールド１６２、受取通知コード・フィールド１６４、ページング・
データ・フィールド１６６という別々のデータ・フィールドに含まれる。データ・フィー
ルド１６２、１６４、及び１６６は、望ましくは、フィールド内の情報を分離し、そのよ
うな情報の正確な読取りを可能にするため、一以上の識別キャラクタ又はキャラクタ・ス
トリングによって分離される。
【０２３４】
ページング・メッセージは、通常、ページング・パーティが、図７ではＰＳＴＮとして示
される通信経路１５１を介して、ページング端末１５０にコンタクトした時に開始される
。そして、ページング・パーティは、リターン電話番号のような所望のページング・デー
タを、従来の方法で、ページング・データを適切なフォーマットでページング端末１５０
に与えるオペレータに話すことによって、又は、ページング・データを電話施設を介して
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入力することによって、ページング端末１５０へ提供する機会を有する。また、ページン
グ・メッセージは、電子メール・システムを介して送信されるメッセージに応答して、始
めることもできることはわかるであろう。
【０２３５】
ページング・メッセージの成功した受取通知に対して、データ・メッセージの一部、具体
的には、データ・フィールド１６４に含まれる受取通知コードは、ＣＭＲシステム８’に
よって転送される受取通知メッセージを介してページング端末１５０へ戻されなければな
らない。したがって、受取通知コードのキャラクタに対するフォーマットは、望ましくは
、受取通知メッセージに対する全体のメッセージ・フォーマットとコンパチブルである。
受取通知メッセージに対するデータ・レコードは、図９に示されている。図７及び図９を
参照すると、受取通知メッセージに対するデータ・レコード１６８は、ユーザが入力した
データ及び受取通知コードの両方に対する分離したフィールドを含む。ユーザ入力データ
に対するフィールド１７０及び受取通知コードに対するフィールド１７２は、動作データ
に対するキャラクタ・ストリングの終了と受取通知コードに対するキャラクタ・ストリン
グの開始を識別するため、選択されたキャラクタ・セットによって分離されている。デー
タ・メッセージの最後を示すため、一以上のキャラクタをデータ・レコードの最後に追加
することができる。
【０２３６】
受取通知メッセージに対するデータ・レコード１６８は、望ましくは、ＣＭＲシステム８
’のようなＣＭＲシステムに最初に自己識別する時に、無線電話によって送信される登録
信号に対するメッセージ・フォーマットと同一である。特に、受取通知コードに対するデ
ータ・フィールド１７２は、移動電話番号又はＭＩＮの少なくとも一部分に対する登録信
号内の位置に対応する。受取通知コードは、望ましくは、従来の電話番号のセット、１０
桁の数のセット、又は、割当てられていない移動電話番号のセットに属する。また、受取
通知コードは、ＭＳＣ２４’に、受取通知メッセージがデータ収集システム４０’に関連
付けられたソースによって送信されたことを決定できるようにする情報も含む。
【０２３７】
ページング受取通知システム１０’の好適実施例においては、リモート通信装置１５２を
使う加入者は、受信されたデータ・メッセージへの応答を提供するオプションを有する。
この応答は、動作データ（ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　ｄａｔａ）と呼ばれ、ユーザによって、
従来のやり方で、動作データをリモート通信ユニット１５２に設置されるキーボードを介
して入力することによって、提供される。または、受信データ・メッセージへの応答は、
リモート通信ユニット１５２によって、加入者による動作なしに、自動的に供給されるこ
ともできる。動作データは、通常、受取通知メッセージ・データ・レコード１６８のデー
タ・フィールド１７０内に挿入されるテキスト・キャラクタ又はバイナリ・データから構
成される。
【０２３８】
動作データに対するデータ・フィールド１７０は、ＥＳＮに対する登録信号のデータ・レ
コード内の位置に対応する。８ビット製造者コード・セグメントに基づくＥＳＮを見たり
、調べたりしないセルラ・システムにおいては、通常はＥＳＮに割り当てられる３２ビッ
ト・データ・フィールドの全体を動作データのために使うことが可能である。しかしなが
ら、セルラ・システムがＥＳＮの製造者コード・セグメントに対する８ビット・フィール
ドを調べる場合は、動作データは、ＥＳＮに通常割り当てられるデータ・フィールドの残
りの２４ビット内に収まらなければならない。２４ビットの動作データを有する受取通知
メッセージは、ほとんどのアプリケーションでの限られた応答の通信には充分であるので
、ほとんどのアプリケーションにおいて、ＥＳＮの製造者コード・セグメントをデータ使
用のために操作する必要はないであろう。受取通知メッセージ内での動作データの配置に
対するＥＳＮロケーションの２４ビットだけの使用でも、１６００万以上の応答を可能に
することがわかるであろう。
【０２３９】
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また、受取通知メッセージに対するフォーマットは、登録信号内のＥＳＮに対するロケー
ションに対応するデータ・フィールド内に、受取通知コード及びオプション動作データの
両方の挿入が可能になるよう変更することができる。この代替メッセージ・フォーマット
においては、各データ・メッセージには、識別受取通知コードが割当てられており、各リ
モート通信装置１５２には、送信セルラ・ソースを識別するために働く固有の移動電話番
号が割り当てられる。このタイプの受取通知コードを含むデータ・メッセージに応答して
、リモート通信装置１５２は、その特定の移動電話番号を含むデータ・フィールドと受取
通知コードとオプション動作データの両方を含むデータ・フィールドとを含む受取通知メ
ッセージを出力する。受取通知コードは、望ましくは、同じデータ・フィールド内で動作
データから一以上の分離キャラクタにより分離されている。この受取通知メッセージは、
登録信号を表すようにフォーマットされており、データ・フィールドは、従来の登録信号
内のＭＩＮ及びＥＳＮの位置に対応する。この受取通知メッセージ内の移動電話番号は、
送信しているセルラ・ソース、具体的には、特定のリモート通信装置１５２を識別するの
に役立ち、受取通知コードは、対応するデータ・メッセージ（及びページング・メッセー
ジ）を識別するため作用する。
【０２４０】
図７を再び参照すると、データ・メッセージに応答して、リモート通信装置１５２は、自
動モードで加入者の介入なしにか、手動モードで加入者の制御により、データ・メッセー
ジを送信する。登録信号に付随するメッセージ・フォーマットを有する受取通知メッセー
ジを送信することにより、受取通知メッセージが有効な移動電話番号及びＥＳＮの両方を
含むように見えるので、リモート通信装置１５２は、ＭＳＣ２４’に登録する。リモート
通信装置１５２は、単に、受取通知を、従来の音声ベース電話呼の代わりにデータ・タイ
プ信号として、制御チャネルを介して送ろうとしているだけであるが、それにもかかわら
ず、装置１５２は、ＭＳＣ２４’との動作のため登録し、ＣＭＲシステム８’を介した受
取通知コードの通信をできるようにする。
【０２４１】
受取通知メッセージに応答して、ＭＳＣ２４’は、信号を送信した装置が、認可されたユ
ーザ又はＣＭＲシステム８’によって提供されるサービスの加入者であるかどうかについ
て判定する。この判定は、登録信号に対するＭＩＮ情報に対応する、データ・レコード１
７２内の受取通知コードに基づいて行われる。受取通知コードの少なくとも一部は、選択
されたリモート通信装置１５２が別の「リモート」セルラ・システムに付随することを示
す。この情報に基づいて、ＭＳＣ２４’はそのデータベースをチェックし、リモート通信
装置１５２がリモート・セルラ・システム、すなわち、データ収集システム４０’に加入
していることを判定する。このようにして、ＭＳＣ２４’は、受取通知メッセージのソー
スがローマーとして扱われることを決定する。したがって、ＭＳＣ２４’は、受取通知メ
ッセージをＣＭＲシステム８’内で動作しているローミング移動無線電話からの送信とし
て解釈することがわかるであろう。
【０２４２】
受取通知コードの一部分で識別されるリモート・セルラ・システムは、電話通話をサポー
トする実際の動作セルラ・システムではないが、受取通知ベースのアプリケーションによ
って専用され、データ収集システム４０’によって表わされる。リモート通信装置１５２
がこのリモート・セルラ・システムに付随するという認識のもと、ＭＳＣ２４’は、受取
通知メッセージをデータ収集システム４０’へ第一通信リンク４２’を介して転送する。
データ収集システム４０’は、受取通知メッセージのソースがデータ収集システム４０’
に付随すること、及び、ＭＳＣ２４’はそのソースから通信を受け取らなければならない
ことを確認する確認メッセージをＭＳＣ２４’へ送ることにより応える。次いで、リモー
ト通信装置１５２は、ＭＳＣ２４’で、登録された無線電話として登録ローマーのデータ
ベースに追加され、これにより、ＭＳＣ２４’での受取通知メッセージ・ソースの登録を
完了する。
【０２４３】
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データ収集システム４０’は、続いて、リモート通信ソース１５２をその登録ローマーの
リストから削除するようＭＳＣに指示するメッセージをＭＳＣ２４’へリンク４２’を介
して送信する。受取通知メッセージのデータ収集システム４０’への転送後はもはやリモ
ート通信ソース１５２に関する登録情報を維持する必要はないので、このエントリはＭＳ
Ｃデータベースから削除される。または、登録リモート通信装置１５２に対するデータベ
ース・エントリは、ＭＳＣ２４’により時間間隔の満了時に、削除される。
【０２４４】
ＭＳＣ２４’とは異なり、データ収集システム４０’は、選択されたリモート通信装置１
５２がデータ・メッセージを受信し、応答、すなわち受取通知コード及び動作データを含
む受取通知メッセージを転送したことを確認する所定のデータを受取通知メッセージが含
むことを認識する。これにより、データ収集システム４０’は、ページング端末が受取通
知レコードを更新できるように、受取通知コード及び動作データを通信リンク１７４を介
してページング端末１５０へ送る。
【０２４５】
次いで、ページング端末１５０は、データ収集システム４０’によって供給される受取通
知コードを、データ・メッセージ（及び対応するページング・メッセージ）に割り当てら
れた受取通知コードのリストと比較する。マッチした場合は、ページング・メッセージの
目的の受信者、すなわち、選択されたリモート通信装置１５２がデータ・メッセージを受
信し、データ・メッセージの受領を確認するため受取通知メッセージを転送したことを示
す。この比較に基づき、ページング端末１５０は、受取通知情報をデータベース又はメモ
リ格納装置内に、このページング・メッセージの受取通知をページング・パーティによる
アクセス用に保管するため格納する。また、ページング端末１５０は、ページング・パー
ティによる選択されたリモート通信装置１５２のユーザからの応答へのアクセスを可能と
するため、あれば動作データも格納する。
【０２４６】
データ収集システム４０’及びページング端末１５０は、異なる場所に置かれる別のシス
テムとしても、同じサイトの完全統合された施設としても設置できることはわかるであろ
う。
【０２４７】
ページング受取通知システムについてのこの説明は、ページング・サービスへの加入者に
よるリモート通信ユニット１５２の使用について言及するが、リモート通信ユニット１５
２も、ページング情報を、かかるページング情報を受信するために適用される設備に提供
できることはわかるであろう。例えば、データ・メッセージのページング端末１５０によ
る送信は、データ・ソースからのデータの記録のような、適用施設による動作を開始させ
るのに便利である。データ・メッセージに応答して、適用設備は、動作データをリモート
通信ユニット１５２へ、セルラ・システム８’を介した中央収集サイトへの送信のために
供給することもできる。施設が、主に、データ記録に使われると、リモート通信ユニット
１５２によって送信される受取通知メッセージは、記録されたデータを含む動作データを
含む。したがって、リモート通信ユニット１５２は、データ・メッセージ及び動作データ
の交換を可能とするため、適用設備に実配線接続又はワイヤレス・リンクを介して接続さ
れることができる。
【０２４８】
データ・メッセージ・システム１０と同様に、データ収集システム４０’とＭＳＣ２４’
との間の通信は、望ましくは、ＩＳ－４１標準と互換である。これにより、ＭＳＣ２４’
は、データ・メッセージを、ＩＳ－４１ネットワークとして実装されることが望ましい第
一通信リンク４２’を介してデータ収集システム４０’へハンドオフ又は転送できる。し
かしながら、Ｍｏｔｏｒｏｌａ　ＤＭＸ　プロトコル及び他のベンダー独自のプロトコル
を含む、他の装置及びプロトコルも、データ収集システム４０’との通信を実装するのに
便利であることもわかるであろう。
【０２４９】

10

20

30

40

50

(44) JP 3600570 B2 2004.12.15



図１０に示されるように、受取通知ページング・システムの別の実施例１０”においては
、通信システム１４９’は、データ収集システム４０”及びページング端末１５０’とか
ら構成される。図１０を参照すると、データ収集システム４０”は、ページング・メッセ
ージを、ページング端末１５０’ではなくＰＳＴＮのような通信ネットワーク１５１を介
して受け取る。ページング・メッセージに応答して、データ収集システム４０”は、固有
識別子をページング・メッセージ、すなわち、受取通知コードに割り当て、データ・パケ
ットをページング端末１５０’への送信のため準備する。データ・パケットは、以下の情
報を含む：（１）目的の受信装置を一意的に識別するアドレス、（２）受取通知コード、
及び（３）ページング・データ。ページング端末１５０’は、データ・パケットを通信リ
ンク１７６を介して受信し、応答において、選択されたリモート通信装置１５２による受
信用のデータ・パケットに対応するデータ・メッセージを出力する。データ収集システム
４０”は、また、格納された受取通知コードと、リモート通信ユニット１５２によりＣＭ
Ｒシステム８’を介して転送された受取通知メッセージ内の受取通知コードとの比較を可
能にするため、データ・パケット（及びページング・メッセージ）に対応する受取通知コ
ードも格納する。上記より、図１０に示されたデータ収集システム４０”は、図７に示さ
れた実施例１０’においては、ページング端末１５０によって実行されていた受取通知動
作を行う（しかし、ページング動作は行わない）ことがわかるであろう。
【０２５０】
ページング端末とリモート通信装置１５２との間の通信、並びに、ＭＳＣ２４’とデータ
収集システム４０”との間の通信は、図７に示された実施例について説明した動作と同一
である。図１０を参照すると、ページング端末１５０’は、従来の方法で、アンテナ１５
４を介して、選択されたリモート通信装置１５２による受信のため、データ・メッセージ
をブロードキャストする。応答において、選択されたリモート通信装置１５２は、受取通
知メッセージを出力することにより、ＭＳＣ２４’に動作登録する。受取通知メッセージ
内の受取通知コードの少なくとも一部分に基づいて、ＭＳＣ２４’は、選択されたリモー
ト通信装置１５２が別のセルラ・システム（この場合、データ収集システム４０”）に関
連することを認識する。これにより、ＭＳＣ２４’は、受取通知メッセージをデータ収集
システム４０”へ第一通信リンク４２’を介して転送する。
【０２５１】
受取通知メッセージ内の受取通知コードを、対応するデータ・メッセージに割り当てられ
た格納された受取通知コードと比較することにより、データ収集システム４０”は、デー
タ・メッセージが選択されたリモート通信装置１５２によって受信されたことを認識する
。この受取通知に基づいて、データ収集システム４０”は、割り当てられた受取通知コー
ドを、受取通知を待っている送信されたデータ・パケットのデータベースから削除し、そ
の後、ページ・リクエストを発したパーティへ受取通知を与えるのに適切なアクションを
とる。ページング端末は、受取通知動作を実行しない従来のページング・システムとして
実装されているので、受取通知メッセージをページング端末１５０’へ転送する必要はな
い。
【０２５２】
当業者には、データ収集システム４０”及びページング端末１５０’は、異なる場所に配
置される分離システムであり得るし、又は、完全統合施設として同じサイトに設置できる
ことがわかるであろう。
【０２５３】
図１１は、リモート通信装置１５２の構成要素を示すブロック図である。図１１に示され
るように、リモート通信装置１５２は、ページング装置１７８及びセルラ装置１７９を含
む。望ましいリモート通信装置１５２においては、ページング装置１７８及びセルラ装置
１７９は、典型的な移動加入者による装置１５２の利用を容易にするため、同じハウジン
グ内にパッケージされる。発明者は、装置１５２が携帯可能になり、現在のページング装
置及び無線電話に類似する小型パッケージ内に収容されることを予測している。装置を携
帯して使用することを意図していることから考えて、バッテリが、装置１５２に対する望
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ましい電源である。
【０２５４】
ページング装置１７８は、データ・メッセージをページング端末１５０から通信経路１５
６（図７）を介して受信し、次いで、受取通知コード及びページング・データをメモリ格
納装置１８４内に格納するページング受信機１８０を含む。データ・メッセージに応答し
て、ページング受信機１８０は、データ・メッセージの受信を知らせるため、ユーザに警
告を出力し、その後、既知の方法、典型的には、ディスプレイ（不図示）を介して、又は
スピーカー（不図示）を介した可聴メッセージ出力として、ページング・データをユーザ
に提供する。
【０２５５】
また、ページング受信機１８０は、セルラ送信機１８２へ、２つの装置の間を接続するデ
ータ・チャネル１８６を介して受取通知コードを出力することによって、データ・メッセ
ージに応答する。ユーザがデータ・メッセージに、動作データを入力することにより応答
すると、動作データは、セルラ送信機１８２へデータ・チャネル１８６を介して送信され
るまで、通常、メモリ格納装置１８４内に格納される。上記により、ページング受信機１
８０は、受取通知プロセスに付随する情報、すなわち、受取通知コードを受信するように
適用された従来のページャであることがわかるであろう。したがって、ページング受信機
１８０は、ページング受信機１８０がデータ・メッセージに含まれる情報を適切に認識し
処理することを保証するため、データ・レコード１６０内のデータ・フィールドを区別を
しなければならない。
【０２５６】
セルラ装置１７９は、受取通知コード及び動作データをデータ・チャネル１８６上を受信
し、この情報をメモリ格納装置１９０内に格納するセルラ送信機１８２を含む。受取通知
メッセージ送信においては、セルラ送信機１８２は、受取通知コード及び動作データをメ
モリ格納装置１９０から読み出し、この情報をデータ・フィールド１７０及び１７２へ置
くことにより受取通知メッセージを準備し、その後、受取通知メッセージを制御チャネル
３８を介して送信する。ＭＳＣ２４’と適切に通信するために、セルラ送信機１８２によ
る受取通知メッセージの送信は、制御チャネル上の（音声信号ではなく）データ信号の転
送のための従来のセルラ標準及びプロトコルと互換である。これにより、セルラ送信機１
８２は、受取通知コード及び動作データをデータ・チャネル１８６を介して受け取るよう
に適用される点を除いて、従来の無線電話機用の送信機として実装することができる。実
際、データ・メッセージに応答して受取通知メッセージを送信することにより、リモート
通信装置１５２は、標準の無線電話によって実行される自律登録動作に類似した動作を行
う。
【０２５７】
システム１０は音声チャネルを、受取通知メッセージをＣＭＲシステム８’を介して転送
するために使用しないので、セルラ送信機１８２は、制御チャネル３８のようなセルラ・
ネットワーク制御チャネルのデータ・チャネル上を送信する能力のみが必要とされること
がわかるであろう。これにより、セルラ送信機１８２は、セルラ・ネットワーク制御チャ
ネルの音声及びデータの両チャネル上で動作する従来の無線電話より少ない電力を引き込
むことになる。更に、セルラ送信機１８２は、通常、データ送信間隔の間だけ、電力を引
き込み、これにより、望ましい電源であるバッテリの節約をする。典型的な受取通知メッ
セージ送信は、データ・パケットの形態で、データのバーストとして起こり、それより、
更に、電源消費を削減する。リモート装置１５２は、主に、別のタイプの電源への常時ア
クセスを有しない移動加入者による使用を意図されるので、電力節約は、通信装置１５２
の利便性に重要である。セルラ送信機１８２用の代替電源は、データ・バーストを送信す
るのに十分なエネルギーを格納できることができるコンデンサであることはわかるであろ
う。
【０２５８】
ＭＳＣ２４’から制御チャネル３８を介して通信を受信するため、セルラ装置１５２は、
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セルラ送信機１８２に接続されたセルラ受信機１９２も含む。セルラ受信機１９２は、従
来の無線電話機用のセルラ受信機として実装できる。しかしながら、セルラ送信機１８２
と同様に、望ましいセルラ受信機１９２は、ＣＭＲシステム８’の音声無線チャネルでは
なく、主にデータ無線チャネルを介して情報を受信するよう動作する。
【０２５９】
セルラ通信装置３４（図３）と同様に、リモート通信装置１５２は、非干渉ベースで制御
チャネル３８が利用可能になるまで受取通知メッセージの送信を遅らせる受取通知メッセ
ージ・キューイングの形式を利用することもできる。リモート通信ユニット１５２は、望
ましくは、受取通知メッセージの送信前に制御信号活動のレベルを判定するために、制御
チャネル３８上のビジー・アイドル・ビットを監視する。これは、制御チャネル３８を介
してセル内で動作する無線電話機へ供給される通常制御信号に対する、セル１２内の一以
上のリモート通信装置１５２による送信の影響を最小限にする。
【０２６０】
具体的には、セルラ受信機１９２は、連続した予め決められた時間期間の間、制御チャネ
ル３８のＦＯＣＣによって運ばれるビジー・アイドル・ビットを監視する。ビジー・アイ
ドル・ステータス信号の受信に応答して、リモート通信ユニット１５２は、時間期間あた
りのビジー・アイドル・ビットの最高カウントの実行時平均と、時間期間あたりのビジー
・アイドル・ビットの最後の「ｎ」カウントの両方を計算し格納する。実行時平均を計算
するため、直前の間隔の間のビジー・アイドル・ビットのカウントが、格納された平均値
より一標準偏差低い値より高い場合は、時間期間あたりのビジー・アイドル・ビットの新
しく獲得されたカウントは、格納された平均値と平均がとられる。受取通知メッセージを
制御チャネル３８を介して送信する前に、リモート通信ユニット１５２は、時間期間あた
りのビジー・アイドル・ビットの格納された最後の「ｎ」カウントの平均をとり、計算さ
れた「ｎ」平均を格納された実行時平均値と比較する。計算された「ｎ」平均が格納され
た実行時平均値を下まわる場合は、セルラ送信機１８２は、受取通知メッセージを制御チ
ャネル３８のＲＥＣＣを介して出力する。しかしながら、計算された「ｎ」平均が格納さ
れた実行時平均を超えると、セルラ送信機１８２は、送信を遅らせる。
【０２６１】
したがって、受取通知メッセージは、望ましくは、制御チャネル３８がリモート通信装置
１５２によって支障なく利用可能である時のみ、発生する。このメッセージ・キューイン
グ技法は、制御チャネル３８がビジーの場合は、受取通知メッセージの送信を遅らせるこ
とができることがわかるであろう。
【０２６２】
図１２は、ページング・メッセージに応答して、ＣＭＲシステムのセルラ・ネットワーク
制御チャネルを介して受取通知メッセージを通信する方法の望ましいステップを示すフロ
ーチャート図である。図１０及び図１２を参照すると、この方法は、スタート・ブロック
２６０においてスタートし、ステップ２６２において、ページング・メッセージが通信ネ
ットワーク１５１を介して受信される。ページング・メッセージに対応するデータ・メッ
セージは、ステップ２６４において準備される。具体的には、受取通知コードが、アドレ
ス・データ及びページング・メッセージによって以前に供給されたページ・データに追加
される。ステップ２６５において、データ・メッセージ（及びページング・メッセージ）
に付随する受取通知コードが、後の受取通知動作の間の使用のため、格納される。データ
・メッセージは、ステップ２６６において、ページング端末１５０’のようなページング
端末により送信される。
【０２６３】
ステップ２６８において、データ・メッセージが、データ・メッセージ内に含まれる特定
アドレスを有する選択されたリモート通信ユニット１５２によって受信される。応答とし
て、受取通知メッセージがステップ２７０の間に準備される。受取通知メッセージは、デ
ータ・メッセージから取られた受取通知コード、及び加入者によって入力された動作デー
タを含む。ステップ２７２において、受取通知メッセージは、ＭＳＣ２４’へ制御チャネ
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ル３８を介して送信される。
【０２６４】
ＭＳＣ２４’は、受取通知メッセージをステップ２７４において受信し、受取通知メッセ
ージ内の受取通知コードの少なくとも一部分に基づいて、ステップ２７６において、受取
通知メッセージをデータ収集システム４０”へ転送する。ステップ２７８においては、受
取通知メッセージ内の受取通知コードが、特定のデータ・メッセージに付随する以前に格
納された受取通知コード（ステップ２６５参照）と同一であるかどうか決定するために問
合わせが行われる。答えが肯定的であれば、「ＹＥＳ」分岐に従って、ステップ２８０に
進み、そこで、ページング・メッセージの受信を確認する受取通知がページング・パーテ
ィへ供給される。一方、応答が否定的であった場合は、「ＮＯ」分岐に従って、ステップ
２８２に進む。ステップ２８２においては、ページング・パーティに、ページング・メッ
セージに応答して受取通知が受信されなかったことが知らせられる。
【０２６５】
ここで説明された特定の実施例は、例として開示されており、当業者には、添付クレーム
の範囲及び精神から逸脱せずに、他の変形が行えることは、わかるであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、ＣＭＲシステムの望ましい環境でのデータ・メッセージ・システムの好
適実施例のブロック図である。
【図２】図２は、データ・メッセージ・システムを介して通信されるデータ・メッセージ
に対するフォーマットを示すテーブルである。
【図３】図３は、データ・メッセージ・システムに対するデータ報告システムのブロック
図である。
【図４】図４は、データ・メッセージをデータ・メッセージ・システムを介して通信する
方法のステップを示すフローチャート図である。
【図５】図５は、移動スイッチング局によるデータ・メッセージの処理する方法のステッ
プを示すフローチャート図である。
【図６】図６は、制御チャネルを介してデータ・メッセージの送信を始める方法のステッ
プを示すフローチャート図である。
【図７】図７は、ＣＭＲシステムの望ましい環境でのページ受取通知システムの好適実施
例のブロック図である。
【図８】図８は、ページ受取通知システムを介して通信されるデータ・メッセージに対す
るフォーマットを示すテーブルである。
【図９】図９は、ページ受取通知システムを介して通信される受取通知メッセージに対す
るフォーマットを示すテーブルである。
【図１０】図１０は、ページ受取通知システムの別の実施例のブロック図である。
【図１１】図１１は、リモート通信装置のブロック図である。
【図１２】図１２は、受取通知メッセージをページ受取通知システムを介して通信する方
法のステップを示すフローチャート図である。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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